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【過去問 1】 

次の実習と観察について，問いに答えなさい。 

（北海道 2008 年度） 

地域に起こった地震について調べるため，次の実習と観察を行った。 

実習 Ｓ町で観測された最近のいくつかの地震の震央と震度を調べた。その結果，地震Ｘと地震Ｙは，震央の

位置がほぼ同じで，Ｓ町での震度も同じであることがわかった。次に，地震Ｘと地震ＹのＳ町での地震計

の記録を調べたところ，地震Ｘと地震Ｙの地震計の記録は，図１のようになっていた。 

観察 過去の大地震の跡を調べるため，野外観察で，Ｓ町の近くの海岸から 800ｍ内陸に現れている露頭の地

層をスケッチした後，それぞれの層を観察し，層をつくっているものを試料として採集した。図２は，採

集した試料を調べ，地層のスケッチにそれぞれの層の特徴を記入したものである。また，Ｂ層をつくって

いる火山灰について，火山噴火の記録が書かれている資料を調べたところ，この火山灰は，1670年頃の火

山噴火によってたい積したものであることがわかった。 

  

  

問１ 実習について，次の文の｛  ｝⑴，⑵に当てはまるものを，ア，イからそれぞれ選びなさい。 

地震Ｘと地震Ｙを比べると，震源は⑴｛ア 地震Ｘ  イ 地震Ｙ｝の方が深い。また，地震Ｘと地震Ｙ

を比べると，マグニチュードは⑵｛ア 地震Ｘ  イ 地震Ｙ｝の方が大きい。 

問２ 観察について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 次の文の    に共通して当てはまる語句を書きなさい。 

大規模な地震が海底で起こり，海底の一部が急激に隆起・沈降すると，    が発生することがある。

この野外観察で見つけたＣ層のたい積物は，過去に起こった大規模な地震にともなって発生した    

により海から運ばれ，たい積したものであると考えられる。 

⑵ Ｃ層がたい積したのは 1670年頃の火山噴火の前であると推定できる。このように推定できるのはなぜ

か，書きなさい。 
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問１ 
⑴  

⑵  

問２ 
⑴  

⑵  

 

問１ 
⑴ ア 

⑵ ア 

問２ 
⑴ 津波 

⑵ 火山灰の層がＣ層の上にたい積しているため。 

 

問１ 地震Ｘの初期微動継続時間の方が長いので，地震Ｘの方が震源からの距離が遠い。地震Ｘの方が震源から遠

いのに震度が同じであるということは，地震Ｘのマグニチュードが大きいからである。 

問２ ⑴ Ｃ層には海にすむ小さな植物の遺がいが入っているので，津波によって海から運ばれたと考えられる。 

 ⑵ 火山灰は広い範囲にたい積するので，地層のつながりや地層のできた時期を推定するのに役立つ。 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2008 年度） 

問４ 図は，示準化石であるボウスイチュウ（フズリナ）を含む
たい

堆
せき

積岩

の写真である。次のア，イに答えなさい。 

ア ボウスイチュウと同じ時代の示準化石はどの生物の化石か。次の

１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ サンヨウチュウ ２ ナウマンゾウ  

３ ビカリア ４ アンモナイト 
 

イ 示準化石として適しているのはどのような化石か。次の文の ① ， ② に入る適切な語を書きなさ

い。 

 ① い地域で， ② い期間栄えた生物の化石 

 

問４ 

ア  

イ 
①   

②   

 

問４ 

ア １ 

イ 
① 広 

② 短 

 

問４ ア ボウスイチュウ(フズリナ)とサンヨウチュウは古生代の示準化石である。 
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【過去問 3】 

地震について理解するために，次のような資料を集めました。これについて，あとの問１～問４の問いに答

えなさい。 

（岩手県 2008 年度） 

資料１ 

右の図は，1885年以降日本列島付近で起こっ

たおもな地震の
しん

震
おう

央を ● で示したものであ

る。また，図中のＸ－Ｙは日本海のある地点Ｘ

と太平洋のある地点Ｙを結んだ線である。 

 

資料２ 

次の表は，地下の浅い場所で起きたある地震について，震源から 200km離れた観測地点Ａでの，はじめの

小さなゆれとあとからくる大きなゆれがそれぞれ観測されはじめた時刻，三つの観測地点Ｂ，Ｃ，Ｄでの，

はじめの小さなゆれが観測されはじめた時刻をまとめたものである。 

 
表 

 

 
観測地点 

はじめの小さなゆれが 

観測されはじめた時刻 

あとから大きなゆれが 

観測されはじめた時刻 

 

 Ａ 11時 46分 55秒 11時 47分 16秒  

 Ｂ 11時 46分 52秒   

 Ｃ 11時 46分 49秒   

 Ｄ 11時 46分 59秒   
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問１ 日本列島付近は，大陸プレートと海洋プレートの境目にあたり，太平洋側で起こる大地震はそれぞれの

プレートの動きによって起こると考えられています。次のア～エのうち，資料１の図中のＸ－Ｙ間の地下

のプレートのようすを表している模式図として最も適当なものはどれですか。一つ選び，その記号を書き

なさい。 

 

問２ 右の図は，資料２の表中の観測地点Ａで

地震計が記録した地震のゆれを模式的に示

したものです。図中のａで示した小さなゆ

れを何といいますか。ことばで書きなさ

い。 
 

問３ 右の図は，資料２の地震の震央を×で示

し，その震央と観測地点Ａ～Ｄとの位置関

係を図中のア～エのいずれかで示した模式

図です。ア～エのうち，観測地点Ｂの位置

として最も適当なものはどれですか。一つ

選び，その記号を書きなさい。 
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問４ 次のグラフは，資料２の地震のはじめの小さなゆれが観測されはじめた時刻と震源からの距離の関係を

表したものです。震源から 100km離れた地点で大きなゆれが観測されはじめたのは，地震発生の時刻から

およそ何秒後になりますか。このグラフと資料２の表を用いて，下のア～エのうちから最も適当なものを

一つ選び，その記号を書きなさい。 

 

ア 12秒後 イ 22秒後 ウ 32秒後 エ 42秒後 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ イ 

問２ 初期微動 

問３ ウ 

問４ イ 

 

問１ Ｘ－Ｙ間の地下では，太平洋側から海洋プレートが大陸プレートの下にもぐりこむように移動してくる。 

問２ はじめの小さなゆれを初期微動という。初期微動はＰ波によって起こる。初期微動に続く大きなゆれを主要

動という。主要動はＳ波によって起こる。 

問３ 震央に近いほど早くゆれはじめる。震央から近い順にＣはエ，Ｂはウ，Ａはイ，Ｄはアである。 

問４ 観測地点Ａで初期微動が観測されはじめた時刻は，11時 46分 55秒であるから，グラフより観測地点Ａは震

源からの距離が 200kmであることがわかる。したがって，震源からの距離が 200kmの地点で主要動がはじまった

時刻は 11時 47分 16秒である。この点と，地震がはじまった 11時 46分 32秒の点を直線で結び，震源からの距

離が 100km の地点の時刻を読むと，11 時 46 分 54 秒である。よって，大きなゆれである主要動がはじまったの

は，11[時]46[分]54[秒]－11[時]46[分]32[秒]＝22[秒]後である。 
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【過去問 4】 

次の会話は，太郎さんのクラスでブナの葉の化石について学んだときのようすです。これについて，下の問

いに答えなさい。 

（岩手県 2008 年度） 

先生： 右の図は，ブナの葉の化石の写真です。これを見て気づい

たことを発表してください。 

太郎： 葉の形がサクラと似ています。 

先生： そうですね。サクラとブナは葉の形だけでなく，①花がさ

き，果実をつけるという点でも共通しています。 

京子： ブナの葉の化石から当時の気候がわかると思います。  

先生： そのとおりです。ブナのような生息環境が限られている生物の化石は，その化石が見つかった地

層が
たい

堆
せき

積した当時の環境を教えてくれます。    ②    ことがわかります。他に，気づい

たことはありませんか。 

真一： そういえば，この化石と同じ形をした落ち葉を秋にたくさん見かけます。なぜ秋になると葉が落

ちるのですか。 

先生： 落葉の原因の一つに，気温の変化が考えられます。季節により気温が変化するのは，③一年をと

おして地表のあたたまり方に違いが生じるからです。 

恵子： 落ち葉は化石になるものもありますが，化石にならない葉はどうなるのでしょうか。 

先生： なるほど，よいところに気がつきましたね。地面に落ちてかれた葉のほとんどは，土中の消費者

が小さくしたり，ふんとして出したりします。④その葉やふんにふくまれる有機物は，ほかの生物に

よって変化して自然界を循環するのです。 

太郎： ブナの葉１枚からいろいろなことがわかるのですね。 

問１ 次のア～エのうち，下線部①の特徴から考えられるブナの種子と胚珠について述ベているものの組み合

わせとして正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書きなさい。 

 種子 胚珠 

ア つくる 子房の中にある 

イ つくる むき出しになっている 

ウ つくらない 子房の中にある 

エ つくらない むき出しになっている 

問２ 次のア～エのうち，文中の  ②  にあてはまるものとして最も適当なものはどれですか。一つ選

び，その記号を書きなさい。 

ア このような化石を示相化石といい，当時は温帯の中のやや温暖な地域であった 

イ このような化石を示相化石といい，当時は温帯の中のやや寒冷な地域であった 

ウ このような化石を示準化石といい，当時は温帯の中のやや温暖な地域であった 

エ このような化石を示準化石といい，当時は温帯の中のやや寒冷な地域であった 
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問１  

問２  

 

問１ ア 

問２ イ 

 

問２ ブナは，温帯の中のやや寒冷な地域で見られる。 
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【過去問 5】 

次の問いに答えなさい。 

（宮城県 2008 年度） 

問２ 東北地方で起きたある地震のゆれを，図１の観測点Ａ～Ｄで観測し，このときの初期微動と主要動の開

始時刻を表１にまとめました。あとの⑴～⑶の問いに答えなさい。 

 

表１   

観測点 
初期微動の 

開 始 時 刻 

主要動の 

開始時刻 

Ａ ７時13分49秒 ７時14分02秒 

Ｂ ７時13分44秒 ７時13分53秒 

Ｃ ７時13分41秒 ７時13分48秒 

Ｄ ７時13分35秒 ７時13分37秒 

（気象庁地震の資料より作成） 

⑴ この地震の震源から観測点までの距離と，観測された主要動の大きさについて，最も適切に述べている

ものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 震源に最も近いのは観測点Ａで，主要動が最も大きいのも観測点Ａである。 

イ 震源に最も近いのは観測点Ａで，主要動が最も大きいのは観測点Ｄである。 

ウ 震源に最も近いのは観測点Ｄで，主要動が最も大きいのは観測点Ａである。 

エ 震源に最も近いのは観測点Ｄで，主要動が最も大きいのも観測点Ｄである。 

⑵ 表１をもとに，この地震の発生時刻を推定することができます。次の①，②の問いに答えなさい。 

① 観測点Ａ～Ｄにおける初期微動の開始時刻と，初期微動継続時間（初期微動と主要動の到着時刻の

差）の関係を表すグラフを，解答用紙の図にかき入れなさい。 

② ①で作図したグラフから推定したこの地震の発生時刻として，最も適切なものを，次のア～エから１

つ選び，記号で答えなさい。 

ア ７時 13分 28秒 

イ ７時 13分 30秒 

ウ ７時 13分 32秒 

エ ７時 13分 34秒 
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⑶ 図２は，図１の線Ｘ－Ｙに沿った断面内周辺で，2003年から 2007年まで起きたマグニチュード 3.0以

上の地震の震源を黒い点（ ● ）で示しています。図２のＺのように，震源が帯状に分布している理由を説

明しなさい。 

 
 

問２ 

⑴   

⑵ 
① 

 

②   

⑶  

 

問２ 

⑴  エ 

⑵ 
① 

 

② ウ 

⑶ 

例 

日本列島ふきんでは，大陸プレートの下にもぐりこむ海洋プ

レートの動きによって，海洋プレートに沿って地震が起こっ

ているから。 
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問２ ⑴ 初期微動の開始時刻が最も早い観測点はＤである。したがって，観測点Ｄが最も震源に近い。 

⑵ ① 観測点Ａ～Ｄの初期微動継続時間は，それぞれ 13秒，９秒，７秒，２秒である。 

  ② 解答用紙のグラフで，地震が発生したのは初期微動継続時間が０秒の時刻である。 
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【過去問 6】 

り

里
か

佳さんは，旅行先で露頭を観察し，別の場所では火山灰を採集した。図１は，観察した露頭のスケッチの

一部である。この地層は下から順に水平に積み重なっているものとして，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（秋田県 2008 年度） 

問１ 図２は，Ｂ層の砂岩の粒と採集した火山灰の粒を

ルーペで観察してスケッチしたものである。 

 

① 二つのスケッチを比べたとき，火山灰の粒の方が

角ばった形をしているのはなぜか，理由を書きなさ

い。 

 

② この火山灰は，石英や長石など無色鉱物がほとんどで，
かく

角
せん

閃石などの有色鉱物が少なかった。この火山

灰を噴出した当時の火山の形を模式的に示しているのは，ア，イのどちらか。また，その形に近い火山

は，ウ，エのどちらか。それぞれ一つずつ選んで記号を書きなさい。 

 

問２ 里佳さんは，ＸのようにＤ層にふくまれる

ビカリアの化石を写真に撮った。Ｙに比べ，

ペンを置いて撮影したＸの方が記録として適

切である。その理由を書きなさい。 

 

問３ 次のア～エの中に，Ｄ層よりも下の地層で見つかる可能性のある化石がいくつかある。その中で最も新

しい年代のものはどれか，一つ選んで記号を書きなさい。 

ア サンヨウチュウ イ ナウマンゾウ ウ アンモナイト エ フズリナ 
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問４ 里佳さんは，図３のような現在の地形をもと

に，Ｅ層のれきがどんな場所に堆積しやすいか

を考えた。図３において，れきが堆積しやすいと

考えられる場所は，ア，イのどちらか，記号を書

きなさい。また，その理由を「粒」という語句を

用いて書きなさい。 

 

 

問１ 

①  

② 
火山の形  

火山  

問２  

問３   

問４ 

記号   

理由  

 

問１ 

① 
例 

降り積もって堆積しただけで，流水のはたらきを受けていないから 

② 
火山の形 イ 

火山 エ 

問２ 
例 

化石が大きさの基準となるものと一緒に写っているから 

問３ ウ 

問４ 

記号 ア 

理由 
例 

粒が大きいほど沈みやすく，河口に近い場所に堆積するから 

 

問１ ① 泥岩，砂岩，れき岩は，流水のはたらきを受けるので，粒は丸みをおびている。 

 ② 石英や長石は白色の無色鉱物である。したがって，当時の火山をつくった岩石は白っぽい色であったと

考えられる。固まって白っぽくなるマグマは，ねばりけが強いので盛り上がったような形の火山になる。 

問３ ビカリアは新生代第三紀の示準化石であるから，Ｄ層よりも下の地層で見つかる可能性があるのは，新生代

第三紀以前の生物の化石である。したがって，見つかる可能性があるのは古生代のサンヨウチュウとフズリナ，

中生代のアンモナイトである。 
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【過去問 7】 

哲也さんは，緊急地震速報に興味をもち，緊急地震速報のしくみについて調べた。次は，哲也さんが調べた

ことをノートにまとめたものである。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2008 年度） 

緊急地震速報のしくみについて 

１ 緊急地震速報（インターネットで調べたこと） 

地震発生時には，速さの違う二つの波が同時に発生する。①速く伝わる波をＰ波，遅く伝わる波をＳ波と

いう。緊急地震速報は，震源に近い観測地点の地震計でとらえたＰ波をもとに，震源や地震の規模を推定

し，これにもとづいて，ある一定以上の震度が予測されるときに，震度やＳ波の到着する時間を，可能な限

り早く伝える情報である。 

２ Ｐ波とＳ波の伝わり方 

過去に山形県内でゆれを感じた地震の資料をもとに，②Ｐ波，Ｓ波のそれぞれについての，地震発生から

波が到着するまでの時間と震央からの距離との関係を表すグラフから，Ｐ波とＳ波の伝わり方を調べた。 

過去に山形県内でゆれを感じた地震の資料 

地震発生時刻：10時13分23秒 

震源の深さ ：浅い 

  ａ   ：6.8 

 

 
地点 

震央から

の 距 離 

Ｐ 波 の 

到 着 時 刻 

Ｓ 波 の 

到 着 時 刻 
震 度 

 Ａ 30km 10時13分28秒 10時13分32秒 ６強 

 Ｂ 85km 10時13分37秒 10時13分48秒 ５弱 

 Ｃ 103km 10時13分40秒 10時13分53秒 ４ 

グラフから，震央からの距離が 150km の地点では，Ｐ波が到着してから約 ｂ 秒後にＳ波が到着する

ことがわかる。 

３ まとめ 

緊急地震速報によって，より早くＳ波の到着を知ることができ，地震に備えることができるようになっ

た。資料の地震で，緊急地震速報が地震発生の３秒後に出されたとすると，震央からの距離が 150kmの地

点では，緊急地震速報が出されてからＳ波が到着するまで，約 ｃ 秒の時間があることになる。 

問１ 下線部①の，Ｐ波によるゆれを何というか，書きなさい。 

問２ 哲也さんがノートにまとめたものの中の ａ には，地震のエネルギーの大きさの尺度を表す語が入

る。 ａ にあてはまる語を書きなさい。 
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問３ 下線部②について，過去に山形県内でゆれを感じた地震の資料をもとに，地震発生からＰ波が到着する

までの時間ごとの，震央からの距離を示すしるしをつけ，また，地震発生からＰ波が到着するまでの時間

と震央からの距離との関係を表す線をかいて，グラフを完成させなさい。 

問４ 哲也さんがノートにまとめたものの中の ｂ ， ｃ にあてはまる数字に最も近いものを，次のア～

キからそれぞれ一つずつ選び，記号で答えなさい。 

ア 15 イ 20 ウ 25 エ 30 オ 35 カ 40 キ 45 

 

問１  

問２ ａ  

問３ 

 

問４ ｂ  ｃ  

 

問１ 初期微動 

問２ ａ マグニチュード 

問３ 

例 

 

問４ ｂ イ ｃ カ 

 

問１ Ｐ波によるゆれを初期微動，Ｓ波によるゆれを主要動という。 

問２ マグニチュードは，地震のエネルギーの大きさを表す尺度である。震度は，観測地点でのゆれの程度を表す。 

問４ グラフより， 150kmの地点では，Ｐ波は地震発生から 25 秒後に，Ｓ波は 43 秒後に到着する。したがって，

Ｐ波とＳ波の到着する時刻の差は 43[秒]－25[秒]＝18[秒]である。また，緊急地震速報が出されてからＳ波が到
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着するまでの時刻の差は 43[秒]－３[秒]＝40[秒]である。 
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【過去問 8】 

ある地震を２つの地点Ａ，Ｂで観測した。右の表

は，地点Ａ，ＢにおけるＰ波の到着時刻と震源からの

距離を表したものである。次の問１，問２の問いに答

えなさい。 

表   

 地点Ａ 地点Ｂ 

Ｐ波の到着時刻 13時20分34秒 13時20分54秒 

震源からの距離 60km 180km 

ただし，Ｐ波とＳ波はそれぞれ一定の速さで伝わるものとする。 

（福島県 2008 年度） 

問１ 次の①～③の問いに答えなさい。 

① 解答用紙の所定の欄に，地点Ａ，Ｂにおける観測値を●ではっきりと記入し，それをもとにＰ波の到着

時刻と震源からの距離との関係を表すグラフをかきなさい。 

② 地震の発生時刻を推定すると，何時何分何秒になるか。次のア～オの中から最も適当なものを１つ選び

なさい。 

ア 13時 20分 16秒 イ 13時 20分 20秒 ウ 13時 20分 24秒 

エ 13時 20分 28秒 オ 13時 20分 32秒 

③ 震源からの距離が 100kmの地点には，Ｓ波が 13時 20分 56秒に到着した。解答用紙の①と同じ欄に，こ

の地点における観測値を×ではっきりと記入し，それをもとにＳ波の到着時刻と震源からの距離との関係

を表すグラフをかきなさい。 

問２ 震源からの距離が 90kmの地点にＰ波が到着した時刻に，地震の発生を知らせるテレビ放送が始まった。

このテレビ放送が始まってから 33秒後にＳ波が到着したのは，震源からの距離が何 kmの地点か。次のア

～オの中から最も適当なものを１つ選びなさい。 

ア 110km イ 130km ウ 150km エ 170km オ 190km 

 

問１ 

① 

③ 

 

②   

問２  
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問１ 

① 

③ 

 

② ウ 

問２ ウ 

 

問１ ② Ｐ波のグラフで，地震が発生したのは，震源からの距離が０kmの点の時刻である。 

問２ ｢速さ[km/秒]＝距離[km]÷時間[秒]」，地点Ａ，Ｂで，Ｐ波の到着時刻の差と震源からの距離の差は，それぞ

れ 20秒，120kmであるから，Ｐ波の速さは 120[km]÷20[秒]＝６[km/秒]である。90kmの地点にＰ波が到着する

までの時間は，「時間[秒]＝距離[km]÷速さ[km/秒]」であるから，90[km]÷6 

[km/秒]＝15[秒]である。よって，Ｓ波が到着した時刻は，地震が発生してから 15[秒]＋33[秒]＝48[秒]後であ

る。地震が発生した時刻は 13 時 20 分 24 秒であるから，48 秒後の時刻は 13 時 21分 12 秒である。Ｓ波のグラ

フより，この地点の震源からの距離は，150kmである。 
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【過去問 9】 

理科の授業で岩石採集に出かけ，採集したいろいろな岩石のプレパラートを作って観察した。図１のＡ～Ｃ

はそのときのスケッチである。次の問１～問３の問いに答えなさい。 

（茨城県 2008 年度） 

 

問１ 図１のＣについて，次の文中の あ ， い にあ

てはまる語を書きなさい。 

Ｃのような岩石のつくりを あ 組織といい， 

その中にふくまれるａのような大きな粒(鉱物)を 

 い という。 

問２ 図１のＡ～Ｃの岩石がつくられる場所として最も

適当なものを，図２のＸ，Ｙ，Ｚの中からそれぞれ一つ

ずつ選び，その記号を書きなさい。 
 

問３ 次の文中の あ ～ う にあてはまる語を書きなさい。 

岩石は長い年月の間にすがたを変えていく。
か

火成
せいがん

岩は， あ が冷えて固まったものであるが，地表に出

るとしだいにくずれたり，けずられたりする。そのあと，流水に運ばれ，海底などにたい積し，固まるとた

い積岩になる。このような作用によってできるたい積岩は，粒の大きさのちがいにより，れき岩，砂岩， い 

に分けられる。また，この他に，でき方や成分がちがうたい積岩として火山灰などがたい積してできた
ぎょう

凝
かい

灰
がん

岩，生物の死がいなどがたい積してできた う や石灰岩などがある。 
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問１ 
あ   (組織) 

い   

問２ 

Ａ   

Ｂ   

Ｃ   

問３ 

あ  

い  

う  

 

問１ 
あ 斑状 組織 

い 斑晶 

問２ 

Ａ Ｚ 

Ｂ Ｘ 

Ｃ Ｙ 

問３ 

あ マグマ 

い 泥岩 

う チャート 

 

問２ Ａは砂岩，Ｂは等粒状組織の深成岩，Ｃは斑状組織の火山岩である。 

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2008 年度 

21 

【過去問 10】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2008 年度） 

問２ 右の図のような，傾斜のゆるやかな形をしている火山につ

いて，正しいことを述べているのはどれか。 

ア マグマのねばりけが大きく，激しい噴火をした。 

イ マグマのねばりけが大きく，おだやかな噴火をした。 

ウ マグマのねばりけが小さく，激しい噴火をした。 

エ マグマのねばりけが小さく，おだやかな噴火をした。 

 

 

問２  

 

問２ エ 
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【過去問 11】 

次の表は，ある地震のゆれを四つの観測地点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄで観測した記録である。 

観測地点 （ ａ ） 
ゆれのはじまりの時刻 

初期微動 主要動 

Ａ ３ ７時 13分 48秒 ７時 14分 00秒 

Ｂ ４ ７時 13分 44秒 ７時 13分 53秒 

Ｃ ３ ７時 13分 40秒 ７時 13分 46秒 

Ｄ ３ ７時 13分 52秒 ７時 14分 07秒 

このことについて，次の問１，問２，問３の問いに答えなさい。ただし，地震のゆれの伝わる速さは一定であ

り，初期微動継続時間は震源からの距離に比例するものとする。また，この地震の震源は浅く，観測地点から震

源までの距離と，観測地点から震央までの距離は同じとする。 

（栃木県 2008 年度） 

問１ 表の（ ａ ）に当てはまる，ゆれの大きさの程度を表す語を書きなさい。 

問２ 右の図の ● は四つの観測地点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを表している。図中の

四つの×のうち，この地震の震央はどれか。ア，イ，ウ，エのうちから一

つ選び，記号で書きなさい。 

問３ 初期微動のはじまりの時刻と初期微動継続時間との関係を表すグラ

フをかきなさい。また，この地震が発生した時刻として，適当なものはど

れか。 

ア ７時 13分 30秒 イ ７時 13分 32秒 

ウ ７時 13分 34秒 エ ７時 13分 40秒 
 

 

問１  

問２  

問３ 

 

地震が発生した時刻   
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問１ 震度 

問２ エ 

問３ 

 

地震が発生した時刻    イ 

 

問２ 初期微動のゆれのはじまりの時刻が早いほど震源に近いので，震源に最も近いのは観測地点Ｃで，最も遠い

のは観測地点Ｄである。 

問３ 地震が発生したのは，グラフの初期微動継続時間が０秒の時刻である。 
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【過去問 12】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2008 年度） 

問３ 右の図は，火山の断面を模式的に示したものである。次の文の ① ， ② のそれぞれに当てはまる

語または語句の組合せとして最も適切なものを，下のア～エから選びなさい。 

Ａの火山では，Ｂの火山に比べて，マグマのねばりけが 

 ① ので， ② 噴火をする。 

 

ア [① 強い ② 爆発的な] イ [① 強い ② 穏やかに溶岩を流し出す］ 

ウ [① 弱い ② 爆発的な] エ [① 弱い ② 穏やかに溶岩を流し出す］ 

 

問３  

 

問３ エ 

 

問３ 火山の形や噴火のようすは，マグマのねばりけが弱いか強いかによって決まる。 
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【過去問 13】 

Ｓさんは，平成 15年（2003年）７月 26日に宮城県北部で起こった地震について調べ，その結果をまとめま

した。次の問１～問３に答えなさい。 

（埼玉県 2008 年度） 

調べてまとめたこと 

１ この日に起こった最大の地震は，規

模を表すマグニチュードが 6.4，震源の

深さが 12kmだった。 

２ 地震計が記録したこの地震のゆれの

データを，観測点ごとに集めた。図１

は，ある観測点で記録したものである。 

 

図１ 

３ おもな観測点における初期微動（Ｐ波によるゆれ）の始まりの時刻と初期微動継続時間，および震源か

らの距離を調べ，表にまとめた。 

４ 図２のように，白地図におもな観測点を記入した。さらにこの白地図中に，３で作成した表をもとにし

て，初期微動の始まりの時刻が７時 13分 45秒と考えられる地点をなめらかな曲線で結び，震央と思われ

る地点に「×」を記入した。 

 表    

 

 お も な 

観 測 点 

初 期 微 動 の 

始まりの時刻 

初 期 微 動 

継 続 時 間 

震源から

の 距 離 

 仙
せん

 台
だい

 7時13分37秒 4秒 31km 

 気
け

仙
せん

沼
ぬま

 7 13 43 8 65 

 山
やま

 形
がた

 7 13 44 9 75 

 新
しん

 庄
じょう

 7 13 46 11 85 

 福
ふく

 島
しま

 7 13 48 12 95 

 北
きた

 上
かみ

 7 13 49 12 100 

 釜
かま

 石
いし

 7 13 51 14 116 

 酒
さか

 田
た

 7 13 53 16 129 

 小
お

 国
ぐに

 7 13 53 16 131 

 郡
こおり

 山
やま

 7 13 53 17 133 

 盛
もり

 岡
おか

 7 13 55 18 144 

５ 次に，この地震における各観測点の震度を調べた。これをもとに震度の分布を図に表したら，図３のよ

うになった。 

６ この地震が発生した地域では，同じ日に別の地震が起こっていることがわかった。その中の１つに，マ

グニチュードが 5.5 で震源の深さが 12km の地震があり，そのときの震度の分布を図に表したら，図４の

ようになった。 
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問１ 図１で示される初期微動継続時間は，表から，震源からの距離が遠くなるほど長くなることがわかりま

す。その理由を簡潔に書きなさい。 

問２ 図２にならって，初期微動の始まりの時刻が７時 13分 50秒と考えられる地点をなめらかな曲線で結

び，解答欄の図にかき入れなさい。 

問３ 図３と図４から，震央はほぼ同じでも，２つの地震の震度の分布には違いがあることがわかります。こ

のような違いが表れたのはなぜですか。その理由を，調べてまとめたことをもとに簡潔に書きなさい。 
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問１  

問２ 

 

問３  

 

問１ Ｐ波とＳ波の伝わる速さに違いがあるから。 

問２ 

 

問３ ２つの地震のマグニチュードが違ったから。 

 

問１ Ｐ波の速さは，６～９km/秒であり，Ｓ波の速さは，３～５km/秒である。震源からの距離が遠くなるほど，

伝わるのにかかる時間の差が長くなる。 

問３ 地震のマグニチュードが大きいほど，震源からの距離が同じでも震度は大きくなる。 
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【過去問 14】 

授業中，地震があった。この地震の発生時刻は 10時 31分 45秒であり，学校の地震計には 10時 31分 51秒

からＰ波が記録されていた。図１は，この地震の震央付近の断面を表した模式図である。震央と学校は同じ水平

面上にあり，24㎞離れている。表は，Ａ～Ｃ地点の震源からの距離と地震波が届いた時刻を表したものである。

図２は，Ｐ波が届くまでの時間と震源からの距離の関係を表したグラフであり，図３は，地震の発生時刻を０秒

として表したときの，Ａ地点とＢ地点の地震計の記録である。ただし，図２と図３の横軸は，１秒間を同じ長さ

で表してある。これに関して，あとの問１～問４の問いに答えなさい。 

（千葉県 2008 年度） 

 

表 
    

地点 
震源からの

距離 

Ｐ波が 

届いた時刻 

Ｓ波が 

届いた時刻 

 

Ａ地点 45㎞ 
10時 31分54

秒 

10時 32分00

秒 

 

Ｂ地点 90㎞ 
10時 32分03

秒 

10時 32分15

秒 

 

Ｃ地点 150㎞ 
10時 32分15

秒 

10時 32分35

秒 

 

 

 

問１ 現在，日本では震度を何段階に分けているか。最も適当な数値を書きなさい。 

問２ この地震のＰ波の伝わる速さは何㎞/秒か。 

問３ この地震の震源の深さは何㎞か。 
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問４ Ｃ地点の地震計の記録はどれか。ア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさ

い。ただし，ア～エの１秒間は，図２，図３と同じ長さで表してある。 

 
 

問１  

問２   km/秒 

問３   km 

問４  

 

問１ 10 

問２ 5 km/秒 

問３ 18 km 

問４ ア 

 

問１ 震度の階級は，０，１，２，３，４，５弱，５強，６弱，６強，７である。 

問２ 「速さ[km/秒]＝距離[km]÷時間[秒]」，Ａ地点までの距離は 45km で，Ｐ波が届くまでの時間は９秒だから，

45[km]÷９[秒]＝５[km/秒]である。 

問３ 「距離[km]＝速さ[km/秒]×時間[秒]」，Ｐ波が学校に伝わるまでの時間は６秒だから，学校から震源までの

距離は５[km/秒]×６[秒]＝30[km]である。震央と学校の距離は 24kmであるから，震源と震央までの距離の比は

５：４である。したがって三平方の定理より，図１で，震央から震源までの距離(震源の深さ)の割合は３である

から，震源の深さを xkmとすると，５：３＝30：x x＝18[km]である。 

問４ Ｐ波が届くまでの時間は 30秒である。また，初期微動継続時間は 20秒間である。図２で，20秒間の長さを

定規ではかると，アの初期微動継続時間と等しいことがわかる。 
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【過去問 15】 

次の問いに答えよ。 

（東京都 2008 年度） 

問１ 図１は，観測地点Ａ，Ｂの地震計で同じ

地震によるゆれを記録したものである。観

測地点と震源との距離について述べたも

のとして適切なのは，次のうちではどれ

か。  

ア 観測地点Ａの方が観測地点Ｂより振幅（振動の幅）が小さいことから，観測地点Ａの方が観測地点Ｂよ

り震源から遠いことがわかる。 

イ 観測地点Ａの方が観測地点Ｂより振幅（振動の幅）が小さいことから，観測地点Ｂの方が観測地点Ａよ

り震源から遠いことがわかる。 

ウ 観測地点Ａの方が観測地点Ｂより初期微動継続時間が長いことから，観測地点Ａの方が観測地点Ｂより

震源から遠いことがわかる。 

エ 観測地点Ａの方が観測地点Ｂより初期微動継続時間が長いことから，観測地点Ｂの方が観測地点Ａより

震源から遠いことがわかる。 

 

問１  

 

問１ ウ 

 

問１ 初期微動継続時間と震源からの距離は比例するので，初期微動継続時間が長いほど震源から遠くなる。 
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【過去問 16】 

地層のつくりと川のはたらきによる地層のでき方について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2008 年度） 

＜観察＞ 川の近くの
がけ

崖で，地層が表面にあらわれている
ろ

露
とう

頭の観察を行い，それぞれの地層を形成する岩石や

土砂などについてスケッチや記録をした。また，露頭のそれぞれの層の岩石を少量，岩石ハンマーでけず

りとり，岩石を構成する鉱物の種類や形などの特徴について調べた。 

次に，この露頭の火山灰をふくむ層に着目して調べた結果，この層の火山灰にふくまれる鉱物の種類や

形などの特徴は，遠く離れた場所にある火山灰をふくむ層の火山灰にふくまれる鉱物の種類や形と同じ

特徴をもつことがわかった。 

また，火山の噴出物は噴火のたびに鉱物の種類や形などの特徴を変えることから，遠く離れた場所にあ

る同じ特徴をもつ火山灰をふくむ層を調べたところ，地層の広がりを知ることができた。 

図１は，露頭のスケッチと観察記録であり，図２のＡ，Ｂのいずれか一方は，れき岩の層から試料とし

て持ち帰ったれき岩の一部をルーペを用いてスケッチをした図，もう一方は，実験室にあった花こう岩の

一部をルーペを用いてスケッチをした図である。 
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問１ 図１の露頭の火山灰をふくむ層について述べたものと，ビカリアの化石をふくむ砂岩の層について述べ

たものを組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 火山灰をふくむ層 ビカリアの化石をふくむ砂岩の層 

ア 

この火山灰をふくむ層と遠く離れた場所にある同じ特徴を

もつ火山灰をふくむ層は，同じ時代の同じ火山の噴火により

たい積したことがわかる。 

この化石のように，地層がたい積した年代を示す

化石を示準化石といい，新生代にたい積したこと

がわかる。 

イ 

この火山灰をふくむ層と遠く離れた場所にある同じ特徴を

もつ火山灰をふくむ層は，同じ時代の同じ火山の噴火により

たい積したことがわかる。 

この化石のように，地層がたい積した年代を示す

化石を示相化石といい，新生代にたい積したこと

がわかる。 

ウ 

この火山灰をふくむ層と遠く離れた場所にある同じ特徴を

もつ火山灰をふくむ層は，同じ時代の異なる火山の噴火によ

りたい積したことがわかる。 

この化石のように，地層がたい積した当時の環境

を示す化石を示準化石といい，比較的あたたかい

海でたい積したことがわかる。 

エ 

この火山灰をふくむ層と遠く離れた場所にある同じ特徴を

もつ火山灰をふくむ層は，同じ時代の異なる火山の噴火によ

りたい積したことがわかる。 

この化石のように，地層がたい積した当時の環境

を示す化石を示相化石といい，比較的あたたかい

海でたい積したことがわかる。 

問２ 図２のＡ，Ｂの岩石名と岩石のできかたについて述べたものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア Ａは花こう岩であり，流水のはたらきにより岩石が運ぱんされるときに角がけずられて丸みをおびて土

砂とともにたい積してできる。Ｂはれき岩であり，角のある鉱物の結晶がみられ，地表や地表に近いとこ

ろでマグマが急激に冷えて固まってできる。 

イ Ａは花こう岩であり，丸みをおびた結晶がみられ，地下深くでマグマが長い年月をかけ，ゆっくり冷え

て固まってできる。Ｂはれき岩であり，流水のはたらきにより岩石が砕けるが，岩石をつくる鉱物が硬い

ため，角のある粒
つぶ

がたい積してできる。 

ウ Ａはれき岩であり，流水のはたらきにより岩石が運ぱんされるときに角がけずられて丸みをおびて土砂

とともにたい積してできる。Ｂは花こう岩であり，角のある鉱物の結晶がみられ，地下深くでマグマが長

い年月をかけ，ゆっくり冷えて固まってできる。 

エ Ａはれき岩であり，丸みをおびたれきがみられ，地下深くでマグマが長い年月をかけ，ゆっくり冷えて

固まってできる。Ｂは花こう岩であり，風化により岩石が細かく砕け，砕けた角のある粒が，流水のはた

らきにより運ぱんされてたい積してできる。 

＜実験＞ 川のはたらきにより運ぱんされた土砂が，海に流

れ込むときどのようにたい積するかを調べるために実

験を行った。図３のように，ペットボトルに泥
どろ

，砂，れ

きを混ぜた土砂を入れ，水を注いだ。次にペットボトル

の口を閉じ，よく振って水と土砂を混ぜた。よく混ざっ

たところでペットボトルを台の上に置き，土砂が沈む

ようすを観察した。その後，数時間放置し，土砂をペッ

トボトルの底にたい積させた。 
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問３ この実験で，ペットボトルの中で，最もおそく沈み上部にたい積するのは，泥，砂，れきのうちのどれ

か。また，この実験の結果から，川のはたらきによって運ぱんされた土砂が，波の影響の少ない静かな海

に流れ込む場合，土砂にふくまれる，泥，砂，れきのうち，河口や海岸の近くにたい積するものと河口か

ら離れた沖にたい積するものの違いについて，泥，砂，れきの粒の大きさに着目して簡単に書け。 

 

問１  

問２  

問３ 

最もおそく沈
み上部にたい
積するもの 

  

たい積する 
ものの違い  

 

問１ ア 

問２ ウ 

問３ 

最もおそく沈
み上部にたい
積するもの 

どろ 

たい積する 
ものの違い 

河口や海岸の近くはつぶの大きさが大きいれき，沖はつ

ぶの大きさが小さいどろがたい積する。 

 

問１ 火山灰は風によって遠くまで運ばれるので，遠く離れた地層のつながりを調べることができる。示準化石に

は，古生代のフズリナ・サンヨウチュウ，中生代のアンモナイト・キョウリュウ，新生代のビカリア，ナウマ

ンゾウなどがある。 

問２ れき岩，砂岩，泥岩は流水のはたらきをうけるため，粒は丸みをおびている。花こう岩は，マグマが地下深

くでゆっくり冷えて固まった深成岩である。深成岩は，同じくらいの大きさの結晶からできている等粒状組織で

ある。 
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【過去問 17】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2008 年度） 

問１ Ｋさんは，地層が地表に現れている場所が家の近くにあることを知り，地層のつくりを調べるため，野

外観察を行った。 

(ⅰ) 次のＡ～Ｃの観察手順を正しく並べたものとして最も適するものを，あとの１～４の中から一つ選

び，その番号を書きなさい。 

Ａ 化石があるか調べ，見つかったらそのときのようすを記録し，必要最小限の量だけ採集する。 

Ｂ 地層全体のようすを観察し，おおまかに地層全体をスケッチする。 

Ｃ 地層に近づいて，それぞれの地層をくわしく観察し，層の色や厚さ，層をつくる粒の大きさなどを調

べて記録する。 

１ Ｃ－Ａ－Ｂ ２ Ｃ－Ｂ－Ａ ３ Ｂ－Ｃ－Ａ ４ Ｂ－Ａ－Ｃ 

(ⅱ) Ｋさんは，他の場所との地層のつながりや重なり

方を
ひ

比
かく

較するために，観察した地層をもとに右の図

を作成した。このような，地層の重なりを１本の柱

のように表した図を何というか。漢字３字で書きな

さい。 

 

 

問１ 
(ⅰ)  

(ⅱ)  

 

問１ 
(ⅰ) ３ 

(ⅱ) 柱状図 
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【過去問 18】 

次の図１は，ある平野に位置し，標高が等しいＡ，Ｂ，Ｃの３地点で，ボーリングによって地下の地質調査

を行ったときの，各調査地点Ａ～Ｃの地層の重なり方を，示した柱状図である。また，図２は，各調査地点Ａ～

Ｃの地図上の位置を示したものである。図１，２をもとにして，下の問１～問４の問いに答えなさい。ただし，

調査を行ったこの地域の各地層は，ある傾きをもって平行に積み重なっており，曲がったり，ずれたりせず，地

層の逆転もないものとする。 

（新潟県 2008 年度） 

 

 

問１ 地点Ａのれきの層では，れきの中にチャートが含まれていた。チャートのでき方として，最も適当なも

のを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 生物の死がいなどがたい積して固まった。  

イ 火山灰がたい積して固まった。  

ウ 地下でマグマがゆっくり冷えて固まった。  

エ 地表でマグマが急に冷えて固まった。 

問２ 地点Ｂの砂の層に含まれていたシジミの化石から，地層がたい積した当時の自然環境を知ることができ

る。このような化石を何というか。その用語を書きなさい。 

問３ 地点Ａ～Ｃの地層で共通に見られるどろの層と砂の層の分類は，それぞれの層をつくる粒子の何をもと

にして行うか。最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 粒子の色 イ 粒子の大きさ ウ 粒子のかたさ エ 粒子の成分 
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問４ 図２の地図上のＡ―Ｃにおける地表面に対して垂直な地層の断面を，模式的に表すとどのようになる

か。最も適当なものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

 
 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ ア 

問２ 示相化石 

問３ イ 

問４ エ 

 

問３ 砂の粒子の直径は２～0.06mm，どろの粒子の直径は 0.06mm以下である。 

問４ 地点ＡとＣの柱状図で，同じ層を直線で結ぶとエのようになる。 
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【過去問 19】 

太郎さんは，富山県内外の各地をまわり，３種類の岩石Ａ，Ｂ，Ｃを採集した。岩石Ａ，Ｂ，Ｃをハンマー

で割り，ルーペで観察し，スケッチしたものが次の図である。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2008 年度） 

 

問１ 次の文は，３種類の岩石Ａ～Ｃの成り立ちを説明したものである。文中の①～③の（   ）の中から

適切なものをそれぞれ選び，記号で答えなさい。 

岩石Ａと岩石Ｂを比較すると，岩石Ａは結晶になれなかった部分があるのに対し，岩石Ｂは大粒の結晶が

きっちりと組み合わさっていることがわかる。このことから岩石Ｂは岩石Ａよりも，マグマが①（ア 地上

付近で  イ 地下深いところで），②（ウ ゆっくりと  エ 急激に）冷やされてできたことがわかる。

また，岩石Ｃは粒の形から，岩石Ａや岩石Ｂとは異なり，③（オ 風で運ばれた  カ 水に流された）粒

が層になって積み重なり，押し固められてできた堆積岩であることがわかる。 

問２ 岩石Ｃが見つかった露頭の他の地層からは，ナウマンゾウの歯の化石が見つかった。ナウマンゾウの歯

の化石の説明として適切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 地層が堆積した当時の年代が新生代であると推定できる，示準化石である。 

イ 地層が堆積した当時の年代が中生代であると推定できる，示準化石である。 

ウ 地層が堆積した当時の年代が新生代であると推定できる，示相化石である。 

エ 地層が堆積した当時の年代が中生代であると推定できる，示相化石である。 

問３ 岩石Ｃが見つかった露頭には，岩石Ａ～Ｃとは異なる岩石Ｄをふくむ地層もあった。太郎さんは，この

岩石Ｄをハンマーで割って観察した結果，石灰岩ではないかと考えた。そのことを調べるためには，どん

な薬品を岩石Ｄにかけて，どんな反応がおこることを確かめるのがよいか，簡単に書きなさい。 

 

問１ ①  ②  ③  

問２  

問３ 
薬品  

反応  
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問１ ① イ ② ウ ③ カ 

問２ ア 

問３ 
薬品 うすい塩酸 

反応 泡が発生する。 

 

問１ 岩石Ｃは粒が丸いので，水に流されたことがわかる。 
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【過去問 20】 

千春さんは火山灰について興味を持ち，火山灰と火山灰を含む地層について，次の観察と調査を行った。こ

れらをもとに，以下の各問に答えなさい。 

（石川県 2008 年度） 

観察 家の近くの工事現場に見られる地層Ａから採取した火山灰Ｘと，旅行先で採取してあった火山灰Ｙを，観

察しやすいように次のような手順で処理した。 

手順１ 火山灰を蒸発皿に取り，（  ①  ）。 

手順２ 手順１を数回繰り返し，別の容器に移して乾燥させる。 

その後，処理したものを双眼実体顕微鏡で観察してスケッチをしたところ，図１のように火山灰Ｘには

長
チョウ

石
セキ

の他に無色透明な粒がたくさん含まれており，火山灰Ｙには黒
クロ

雲
ウン

母
モ

などの黒や濃い色の粒が多く含ま

れていた。 

 

 

調査 地層Ａと，そこから数 km離れた地点にある地層Ｂを調べ，

これらを柱状図で表したところ，図２のようになった。地層

Ｂには火山灰Ｘと似た火山灰でできている層があり，学校で

理科の先生に聞いたところ，地層Ａと地層Ｂの火山灰の層は

ひと続きの層であることがわかった。 

問１ 手順１ではどのような操作を行えばよいか，（ ① ）に入る操作を書きなさい。 

問２ 図１に見られるような，長石や黒雲母などの結晶状の粒のことを何というか，書きなさい。 

問３ 下線部の「無色透明な粒」は何か，書きなさい。 
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問４ 観察の結果から，火山灰Ｙのもととなった①マグマのねばりけ，②そのマグマで起こる噴火のようす，

③その噴火でできる火山の形状について，それぞれ判断できることを下のア，イから選び，符号で書きな

さい。 

① マグマのねばりけ ア 弱い イ 強い 

② 噴火のようす ア 激しい イ 穏やか 

③ できる火山の形状   

問５ 図２のア，イの層のうち先にできたのはどちらか，その符号を書き，そう判断できる理由を書きなさ

い。ただし，この地域には過去に地層が折れ曲がるなどの大きな変動はなかったものとする。 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 

①  

②  

③  

問５ 

符号  

理由  

 

問１ 水を加えて洗い，濁った水を捨てる。 

問２ 鉱物 

問３ 石英(セキエイ) 

問４ 

① ア 

② イ 

③ イ 

問５ 

符号 イ 

理由 
火山灰の層は同じ時期に積もったため，火山灰より下にあるイ

の層が先にできたと判断できるから。 

 

問３ 無色鉱物には，長石と石英がある。 

問４ ねばりけが弱いマグマが固まると，黒っぽい色になる。 
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【過去問 21】 

地震について，あとの問いに答えよ。 

（福井県 2008 年度） 

問１ 図のＡ～Ｄは，ある一つの地点で観測した四つの別々の地震

について，それぞれの地震計の記録を模式的に表したものであ

る。次の各問いに答えよ。 

ア 地震が起こると，速さのちがう二つの波が同時に発生す

る。はやいほうの波とおそいほうの波の到着時刻の差を何と

いうか。また，そのゆれを表しているのはどれか。最も適当

なものを図ＡのＸ～Ｚから選んで，その記号を書け。 

イ 図のＡ～Ｄで示された地震について，この観測点から震源

が近い順に記号で書け。 

問２ 地震が起こると，ニュースなどでは「震度」や「マグニチ

ュード」という言葉がよく用いられる。震度とマグニチュード

はそれぞれ何を表しているか，簡潔に説明せよ。  

問３ 次の文中の（ ① ）～（ ④ ）に適する語句は何か。最も適当なものを下のア～カから選んで，そ

の記号を書け。 

日本列島付近の震源の分布の特徴は，太平洋側より日本海側のほうが（ ① ）い。これは，（ ② ）

側のプレートの沈みこみの影響で地震が起こると考えるとうまく説明できる。地球全体で見ると，一般的に

プレートは（ ③ ）でつくられ，（ ④ ）で地球内部に沈みこみ，プレートの境界付近で多くの地震や

火山の活動が起こっている。 

ア 浅 イ 深 ウ 太平洋 エ 日本海 オ 海溝 カ 
かい

海
れい

嶺 

 

問１ 

ア  

記号  

イ  

問２ 
震度  

マグニチュード  

問３ 
①  ②  

③  ④  

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2008 年度 

42 

問１ 

ア 初期微動継続時間 

記号 Ｘ 

イ Ｂ，Ａ，Ｄ，Ｃ 

問２ 
震度 地震のゆれの大きさ(強さ)の程度 

マグニチュード 地震そのものの規模 

問３ 
① イ ② ウ 

③ カ ④ オ 

 

問１ ア Ｘのゆれを初期微動といい，速さのはやいＰ波によって起こる。Ｙのゆれを主要動といい，速さのおそい

Ｓ波によって起こる。 

 イ 震源に近いほど，初期微動継続時間は短い。 
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【過去問 22】 

下の表は，ある地震が発生したときの，地点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄにおける，地震が発生してから揺れ始めるまで

の時間と震度をまとめたものである。 

次の問１～問４の問いに答えなさい。ただし，性質の異なる地震の２つの波は，地震と同時に発生し，伝わ

る速さはそれぞれ一定であるものとする。 

（山梨県 2008 年度） 

問１ 震源から最も離れていると考えられる地点はどれか。表のＡ～

Ｄから適切なものを選び，その記号を書きなさい。 

問２ 図は，地点Ａにおける地震計による地震の揺れの記録である。

また，Ｘのような揺れがみられる時間を，初期微動継続時間とい

う。 

このとき，初期微動継続時間の長さは，Ｂ，Ｃ，Ｄで比べると

どのような関係になるか。次のア～エから，最も適当なものを一

つ選び，その記号を書きなさい。 

 表   

 
地点 

揺れ始める 

までの時間 
震度 

 Ａ 22秒 5 

 Ｂ 40秒 3 

 Ｃ 31秒 4 

 Ｄ 4秒 7 

 

   

ア Ｂ＝Ｃ＝Ｄ  イ Ｄ＞Ｃ＞Ｂ 

ウ Ｂ＞Ｃ＞Ｄ  エ Ｃ＞Ｂ＞Ｄ 

 

問３ 図のＸのような揺れの後にみられる大きい揺れを何というか。その名称を書きなさい。 

問４ 資料で調べたところ，この地震のマグニチュードは 7.2であった。マグニチュードとは，地震の何を表

すための数値（尺度）か。次のア～エから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 被害の大きさ イ 揺れの伝わった広さ 

ウ 震央における揺れの大きさ エ エネルギーの大きさ（規模） 
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問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ Ｂ 

問２ ウ 

問３ 主要動 

問４ エ 

 

問１ 震源からの距離が遠いほど，揺れ始めるまでの時間が長い。 

問２ 初期微動継続時間は，震源からの距離が遠いほど長くなる。 

問４ マグニチュードは，地震のエネルギーの大きさを表す。震度は，観測地点の揺れの程度を表す。 
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【過去問 23】 

地震について，実習１，２を行った。問１～問３の

問いに答えなさい。 

（岐阜県 2008 年度） 

〔実習１〕 ある地震の各地の震度を調べ，その分布を

地図に表すと図１のようになった。また，この地震

のゆれを観測した地点Ａ～Ｄにおけるゆれはじめ

の時刻と，震源からの距離の関係を，図２のように

表した。 

〔実習２〕 実習１で調べた地震と異なる地域で起こっ

たある地震について，２つの地点の地震計の記録を

図３のように表した。 

  

問１ 地震には，震度のほかにマグニチュードという

尺度がある。震度とマグニチュードについて，そ

れぞれ簡潔に説明しなさい。 

問２ 図２から，実習１で調べた地震が発生した時刻

は，およそ９時何分何秒とわかるか。次のア～エ

から１つ選び，符号で書きなさい。 

ア 41分 50秒 イ 42分 00秒  

ウ 42分 07秒 エ 42分 27秒  

問３ 図３は２つの地点Ｍ，Ｎの地震計の記録であ

る。 

⑴ 地点ＭのＸ，Ｙで示されたゆれをそれぞれ何と

いうか。ことばで書きなさい。 

⑵ ２つの地点Ｍ，Ｎのゆれはじめの時刻につい

て，正しく述べている文はどれか。次のア～ウか

ら１つ選び，符号で書きなさい。また，そのよう

に判断した理由を簡潔に説明しなさい。 

ア ゆれはじめの時刻は，ＭよりＮがはやい。 

イ ゆれはじめの時刻は，ＮよりＭがはやい。 

ウ ゆれはじめの時刻は，ＭもＮも同じ。 
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問１ 

震度  

マグニチュード  

問２  

問３ 

⑴ 
Ｘ  

Ｙ  

⑵ 

符号  

理由  

 

問１ 

震度 観測地点でのゆれの大きさの程度を表す。 

マグニチュード 地震そのものの規模を表す。 

問２ イ 

問３ 

⑴ 
Ｘ 初期微動 

Ｙ 主要動 

⑵ 

符号 ア 

理由 Ｎの方が，初期微動継続時間が短いから。 

 

問１ 震度は，０，１，２，３，４，５弱，５強，６弱，６強，７の 10段階で表す。震度は観測地点でのゆれの程

度を表すので，震源に近いところで震度は大きく，震源から遠くなるほど小さくなる。マグニチュードは地震

そのものの規模を表すので，ある地震が起こったとき，観測地点によらずマグニチュードの数値は１つである。 

問２ 図２で，Ａ～Ｄの各点を直線で結んだとき，震源からの距離が０kmの点の時刻が，地震が発生した時刻であ

る。 

問３ ⑴ 初期微動と主要動は，それぞれＰ波とＳ波によって起こる。Ｐ波のほうが伝わる速さが速いので，地震計

の記録には，初期微動が先に記録される。 

⑵ 震源に近いほど，初期微動継続時間は短い。震源に近いほど，ゆれはじめる時刻ははやい。 
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【過去問 24】 

地震に関する問１，問２の問いに答えなさい。 

（静岡県 2008 年度） 

問１ 2007 年３月 25 日９時 42 分ごろ，
の

能
と

登半島沖で地震が発生し

た。図９は，このときの被害のようすを知らせた新聞の一部であ

る。また，図 10は，この地震を，震源からの距離が 81kmと 145km

の地点の地震計で記録した波形を，それぞれ示したものである。 

① 図９の中のＭは，マグニチュードを示しており，地震のエネル

ギーの大きさを表す。これに対し，震度は，一般に何を表すか。

簡単に書きなさい。 

 

② 初期微動の始まる時刻と初期微動継続時間に

は，どのような関係があるか。図 10 から読みと

り，簡単に書きなさい。 

③ 図 10 の震源からの距離が 81km と 145km の地

点の地震計の記録をもとにすると，初期微動を起

こす波の伝わる速さは何 km/秒か。ただし，答え

は，小数第２位を四捨五入して小数第１位まで書

きなさい。  

④ 気象庁は，地震被害軽減に向け，「緊急地震速報」というシステムを開発している。この「緊急地震速

報」とは，震源に近い地震計でとらえた観測データをもとに，主要動の到達時刻などの情報を可能な限り

早く知らせるシステムである。「緊急地震速報」が，震源からはなれた場所での被害軽減の一手段と考えら

れているのは，地震波にどのような特徴があるからか。その特徴を，図 10を参考にして，Ｐ波，Ｓ波とい

う２つの語を用いて，簡単に書きなさい。 

問２ 
する

駿
が

河湾から
お

御
まえ

前
ざき

崎沖では，

プレートの動きによる地震

が，100～150 年ごとに繰り返

し起こっている。このため，国

は，東海及びその周辺地域の

地震や地殻変動などの各種観

測データを収集し，監視を行

っている。 

 

 

図 11は，
かけ

掛
がわ

川と御前崎のそれぞれの市内にある測定点の位置を示したものであり，また，図 12は，掛川

市内にある測定点に対する御前崎市内にある測定点の高さの推移を示したものである。図 12 における高さ

の変化は，海側のプレートと陸側のプレートの動きによるものであると考えられている。このような高さの

変化は，海側のプレートと陸側のプレートのどのような動きによるものであるか。簡単に書きなさい。 
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問１ 

①  

②  

③   km/秒 

④  

問２  

 

問１ 

① 土地のゆれの程度を表す。 

② 初期微動の始まる時刻が遅いほど，初期微動継続時間は長い。 

③ 5.8 km/秒 

④ 初期のゆれのＰ波と，大きなゆれをもたらすＳ波の速さに違いがある。 

問２ 
海側のプレートが陸側のプレートの下に沈みこんで，陸側のプレートを引き

ずりこんでいる。 

 

問１ ③ ｢速さ[km/秒]＝距離[km]÷時間[秒]｣である。145[km]と 81[km]の地点で，距離の差は 64[km]，初期微動

の始まる時刻の差は 11[秒]であるから，Ｐ波の伝わる速さは，64[km]÷11[秒]＝ 

5.81…[km/秒]である。 

 ④ Ｐ波の速さは６～９km/秒，Ｓ波の速さは３～４km/秒である。 
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【過去問 25】 

地下のごく浅い場所で発生した地震を，ある地域で観測した。 

図は，この地震のゆれを地点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅで観測したときの，地震計の記録の一部を模式的に表したもの

であり，表は，この地震による各地点でのゆれ始めの時刻と震度をまとめたものである。 

ただし，この地震の震央（震源），地点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅは同じ水平面上にあり，発生するＰ波，Ｓ波はそれぞ

れ一定の速さで伝わるものとする。また，図の横軸は時間〔秒〕を表している。 

 

次の問１から問４までの問いに答えよ。 

（愛知県 2008 年度 B） 

問１ 図から，それぞれの観測地点では，初めにＰ波による小さなゆれがしばらく続き，あとにＳ波による大

きなゆれが来ていることがわかる。あとに来る大きなゆれである主要動に対して，初めの小さなゆれを何

というか。 

問２ 地点Ａと地点Ｅの間の距離は何 kmか。 

ただし，この地震の震央（震源），地点Ａ，地点Ｅは一直線に並んでおり，地点Ａと地点Ｅは震央から見

て同じ方位にあるものとする。また，Ｐ波の伝わる速さは６km/秒であるとする。 
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問３ この地域を真上から見たとき，震央（震源）及び地点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの位置はどのようになってい

るか。それぞれの位置を模式的に表したものとして最も適当なものを，次のアからカまでの中から選ん

で，そのかな符号を書け。 

ただし，×印は震央（震源）を示している。 

 

 

問４ この地震が発生した時刻はいつか。最も

適当なものを，下のアからクまでの中から

選んで，そのかな符号を書け。 

なお，必要であれば，右のグラフ用紙を利

用してよい。 

ア ６時 17分 30秒  

イ ６時 17分 40秒 

ウ ６時 17分 50秒  

エ ６時 18分 00秒 

オ ６時 18分 10秒  

カ ６時 18分 20秒  

キ ６時 18分 30秒  

ク ６時 18分 40秒 

 

 

問１  

問２   km 

問３  

問４  
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問１ 初期微動 

問２ 96 km 

問３ ウ 

問４ オ 

 

問２ ｢距離[km]＝時間[秒]×速さ[km/秒]」，ゆれ始めの時刻の差は 16秒であるから，16[秒]×６ 

[km/秒] ＝96[km]である。 

問３ 震源に近いほどゆれ始めの時刻がはやくなるので，震源に最も近いのが地点Ｃで，順に地点Ａ，地点Ｂ(地点

Ｄ)，地点Ｅとなる。 

問４ 横軸は，６時 18分 00秒から１目盛りを 10秒としたゆれ始めの時刻とする。縦軸は，問３と同じ目盛りの震

央からの距離として，グラフをかく。 
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【過去問 26】 

地震に関して，次の問１・問２に答えよ。 

（京都府 2008 年度） 

問１ 右の表は，ある地震について，Ａ～Ｅ地点の各地点での初期微

動の始まりの時刻を示したものである。震源からＡ地点までの距

離は約 170km，震源からＢ地点までの距離は約 280kmであった。こ

れらのことから，この地震の初期微動を起こす波の伝わる速さは

約何 km/秒と考えられるか，小数第２位を四捨五入し，小数第１位

まで求めよ。また，この地震において，表のＡ～Ｅ地点のうち，初

期微動継続時間が最も長いと考えられる地点はどこか，次の(ア)

～(オ)から１つ選べ。 

  

地点 初期微動の始まりの時刻 

Ａ地点 22時23分23秒 

Ｂ地点 22時23分38秒 

Ｃ地点 22時23分36秒 

Ｄ地点 22時23分58秒 

Ｅ地点 22時23分49秒 

  

(ア) Ａ地点 (イ) Ｂ地点 (ウ) Ｃ地点 (エ) Ｄ地点 (オ) Ｅ地点 

問２ 右の図は，北海道の東方沖で 1890年以降に起こったマグニ

チュード 7.0以上のおもな地震の震央の分布である。これらの

地震が起こったおもなしくみと最も関係が深いことがらはどれ

か，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。 

(ア) 太平洋の海れいで，地球内部の高温の物質が上昇して冷

えてプレートがつくられる。  

(イ) 大陸側のプレートの内部にマグマだまりができ，マグマが急に上昇して地表にふき出し，火山が噴火

する。 

(ウ) 陸地から太平洋の海底に流れこんだ土砂がたい積し，地層がつくられる。 

(エ) 海溝で太平洋側のプレートが大陸側のプレートの下にしずみこみ，大陸側のプレートが引きずりこま

れる。 

 

問１   km/秒  

問２  

 

問１  7.3 km/秒 (エ) 

問２ (エ) 

 

問１ 「速さ[km/秒]＝距離[km]÷時間[秒]」，ＡＢ間の距離は 280[km]－170[km]＝110[km]，初期微動の始まりの時

刻の差は 38[秒]－23[秒]＝15[秒]であるから，110[km]÷15[秒]＝7.33…[km/秒]である。震源からの距離が

大きいほど初期微動継続時間は長い。震源から最も遠いのは，初期微動の始まりの時刻が最も遅いＤ地点であ

る。 

問２ 大陸側のプレートの岩石が，ゆがみにたえきれなくなってこわれると，大きな地震が起こる。 
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【過去問 27】 

大地の変動に関する次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2008 年度） 

問１ 図１は，日本付近で起こった地震の震央の分布を

示したものであり，図２は，図１のＸ   Ｙで示

した部分で起こった地震について，震源の深さの分

布を模式的に表したものである。 

⑴ 震央とはどのような場所か，「震源」の語を用い

て書きなさい。 

⑵ 地震のゆれの強さは，震源からの距離によって異

なるが，地震の規模そのものの大小を表す尺度は何

というか，その名称を書きなさい。 
 

⑶ 日本付近で起こった地震の震央，震源の深さの分

布の特徴について説明した次の文の ① ～ 

 ③ に入る適切な語句を書きなさい。 

図１のように，震央は， ① とよばれる溝状  

の地形の ② 側に，帯状に分布している。また，図２のように，日本列島の下の震源の浅い地震 

を除けば，震源の深さは，溝状の地形から ② 側にいくにしたがって ③ なるように分布し 

ている。 

⑷ 日本付近の海底にある溝状の地形は，陸のプレートＡと海のプレートＢの境の一部と考えられている。

日本付近のプレートの境とプレー卜の動きを表した模式図として適切なものを，次のア～エから１つ選ん

で，その符号を書きなさい。 

 

⑸ 図２のＺで示したところでは，プレートの動きによって地震が起こるとき，大地がどのように変動する

と考えられるか，解答欄のことばに合わせて書きなさい。 
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問２ 大地の変動とプレートの動きについてまとめた次の文の ① ～ ③ に入る適切な語句を書きなさ

い。 

日本付近では，プレートの動きによって岩石に大きな力がはたらき，岩石の破壊が起きたときにずれを生

じ，地震が起こると考えられている。このとき生じる大地のずれを ① という。また，日本列島には，桜

島や
う

有
す

珠
ざん

山などの ② が帯状に分布しており，これらのことから， ② 活動や地震は，プレートの動き

と関係があると考えられている。海底には， ③ とよばれる山脈があり，そこで生まれたプレートが少し

ずつ移動している。このようなプレートの動きによって大地は変動している。 

 

問１ 

⑴  

⑵  

⑶ 

①   

②   側 

③   

⑷   

⑸ 

Ｚで示したところでは，海のプレートが（         ）ことにともなって，

少しずつ低くなった大地が，地震のときに急激に （         ）と，一般に

考えられる。 

問２ 

①  

②  

③  

 

問１ 

⑴ 震源の真上の地表の地点 

⑵ マグニチュード 

⑶ 

① 海溝 

② 西 側 

③ 深く 

⑷ ウ 

⑸ 
Ｚで示したところでは，海のプレートが（沈みこむ）ことにともなって，少しずつ低

くなった大地が，地震のときに急激に（隆起する）と，一般に考えられる。 

問２ 

① 断層 

② 火山 

③ 海れい 

 

問１ ⑵ 震源に近いところでは震度は大きく，震源から遠くなるほど震度は小さくなる。マグニチュードは地震の
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規模そのものであるから，マグニチュードの値は観測地点とは関係ない。 

 ⑶・⑷ 海溝の東側から，海のプレートが陸のプレートの下に沈みこんでいるので，震源は海溝から西側に

いくにしたがって深くなる。 

 ⑸ 陸のプレートが海のプレートに引き込まれてゆがみが大きくなり，ゆがみにたえきれなくなったときに，

急激にはね上がり隆起する。 
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【過去問 28】 

道路沿いの切り立ったがけに地層を見つけ，そのようすを観察した。図１はそのスケッチと観察記録であ

り，スケッチには層の厚さをかきこんである。また，図２はこのがけの周辺の地形を等高線で表し，道路とがけ

およびボーリング試料が得られたＸ地点とＹ地点をかきこんだものである。図３は，Ｘ地点とＹ地点で得られた

ボーリング試料による柱状図である。この付近の地層は水平で平行に重なり，地層のずれや上下の関係の逆転は

ないものとして，各問いに答えよ。 

（奈良県 2008 年度） 

 

問１ 図４は，Ａ層にふくまれていた火成岩

をルーペで観察し，スケッチしたもので

ある。この岩石のつくりを何というか。

その名称を書け。また，この岩石のでき

方について述べた次のア～ウのうち，適

切なものを１つ選び，その記号を書け。 

ア 火山灰がおし固められた。 

イ マグマが急に冷えて固まった。 

ウ マグマがゆっくり冷えて固まった。 
 

問２ Ｘ地点で，図３の柱状図で示された地層の下には，どのような地層があるか。Ｘ地

点の，地表からの深さが 25ｍ～30ｍの地層の柱状図を，図３で示した層を表す記号

を用いてかけ。 

 

問３ 図１の道路面の標高は，およそ何ｍであると考えられるか。次のア～エのうちから最も適切なものを１

つ選び，その記号を書け。 

ア 123ｍ イ 127ｍ ウ 131ｍ エ 135ｍ 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2008 年度 

57 

問４ 次の文は，Ａ～Ｄ層の観察から推測できることを述べたものである。ア～エのうち，適切でないものは

どれか。１つ選び，その記号を書け。 

ア これらの層は，Ｄ層，Ｃ層，Ｂ層，Ａ層の順にできたと考えられる。 

イ これらの層は，すべて新生代以降にできたと考えられる。 

ウ Ｃ層は岸から離れた海底でできたが，Ａ層は河口付近でできたと考えられる。 

エ Ｄ層ができたころは，あたたかくて浅い海底であったと考えられる。 

 

問１ 
名称   

記号   

問２ 

 

問３  

問４  

 

問１ 
名称 等粒状組織 

記号 ウ 

問２ 

 

問３ ア 

問４ イ 

 

問１ 図４の火成岩は等粒状組織の深成岩である。深成岩は，マグマが地下の深いところでゆっくり冷えて固まっ

てできるので，鉱物の大きな結晶だけでできている。 

問２ 図２の等高線より，Ｘ地点の地下 20ｍとＹ地点の地表面は同じ地層である。したがって，Ｙ地点の地下５ｍ

から 10ｍまでの地層と等しい。 

問３ 図１のＤ層は，白っぽい岩石の層で，サンゴの化石をふくんでいるので石灰岩の層である。図３より，石灰

岩の層は標高 123～125ｍの地点にあることがわかる。 

問４ アンモナイトの化石は中生代の示準化石である。したがって，中生代以前にできた層もある。 

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2008 年度 

58 

【過去問 29】 

図１は，鳥取市東部の地図である。この地域には，鳥取
そう

層
ぐん

群と呼ばれる地層が広く分布している。2008年（平成 20年）

１月，この地層から発見された新種の魚類化石が「トットリム

カシギンポ」と命名されたことが報道され，話題になった。 

身近な地域にもすぐれた題材があることを再認識したＡ先生

は，いろいろな研究成果を参考に，次のような教材を作成した。 

図２は，図１中のⅠ～Ⅳの各地点について，模式的に作成した

地質柱状図で，文章は，各層の特徴をまとめたものである。次の

各問いに答えなさい。 

ただし，
ち

地
かく

殻変動による各層の上下の入れかわりはないものと

し，同じ記号の地層はそれぞれ同時代のものとする。 

（鳥取県 2008 年度） 
 

 

〔文章〕 

ｄ層は，火山灰などの火山
ふん

噴
しゅつ

出
ぶつ

物がたい積してできた岩石層であり，大正時代頃までは，火に強い石材とし

て盛んに採石されていた。 

ｅ層は，
ふ

普
がん

含
じ

寺泥岩層と呼ばれる鳥取層群を代表する地層である。この地層から，新生代第三紀に生息して

いたヤマモモ科植物の化石が見つかっている。また，層の下部では，多くの植物の化石が見つかり，上部では，

①やや深い海域に生息していた貝や魚の化石が見つかっている。 

ｆ層は，南方から流れてきた河川のたい積物からなると推定され，②温暖な沿岸部に生息していた植物の化

石が多く見つかっている。 

問１ 岩石Ｘは何岩か，答えなさい。 

問２ 地点Ⅰの地層に含まれる岩石のうち，他の岩石とでき方が異なるものはどれか，ａ～ｄからひとつ選

び，記号で答えなさい。 
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問３ 下線部①，②のように，地層がたい積した当時の気候や環境を
すい

推
てい

定する手がかりとなる化石を何という

か，答えなさい。 

問４ 鳥取層群で発見される可能性がある化石として，最も適当なものを，次のア～エからひとつ選び，記号

で答えなさい。 

 

問５ 図１，図２から，ｅ層はどの方角が低くなっていると推測されるか。次のア～オからひとつ選び，記号

で答えなさい。 

ア 東 イ 西 ウ 南 エ 北 オ ほとんど傾いていない 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ 凝灰岩 

問２ ａ 

問３ 示相化石 

問４ ウ 

問５ エ 

 

問１ 火山灰が固まった岩石は凝灰岩である。 

問２ ａはマグマが固まってできた火成岩である。ｂ，ｃ，ｄはたい積岩である。 

問４ ウは新生代第三紀の示準化石で，ビカリアである。 

問５ 地点Ⅱ～Ⅳのｅ層に注目すると，北にあるほど標高が低くなっている。 
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【過去問 30】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（島根県 2008 年度） 

問１ 図１のＡ～Ｄの４地点の
ろ

露
とう

頭で地層調査を行

ったところ，図２のような柱状図が得られた。

これについて，下の１～５に答えなさい。 

ただし，この地域では地層が折れたり曲がった

りすることによる地層の逆転はなく，標高もほと

んど同じである。 

 

 

１ 地層の観察の際に注意すべき点について，適当でないものを，次のア～エから一つ選んで記号で答えな

さい。 

ア がけや川，海での事故に十分注意する。 

イ 岩石ハンマーを扱うときは安全めがねをつける。 

ウ 服装は動きやすいように半そで，半ズボンにする。 

エ 化石を採集するときは傷つけないように慎重に取り出す。 

２ 図３は，図２のｅ層から発見された化石である。この化石の

名称を答えなさい。 

 

３ 図２のｅ層が
たい

堆
せき

積してからｄ層が堆積するまでの間に，環境はどのように変化したと考えられるか。

「海の深さ」という語句を用いて簡単に答えなさい。 
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４ いくつかの柱状図やボーリング試料をもとに地層をつないでいくと，地層の広がりを調べることができ

る。図３に示す化石を含むｅ層のように，地層をつなぐのに有効な，目印となる地層をかぎ層という。こ

れについて，次の①，②に答えなさい。 

① 特徴的な化石を含むこと以外に，かぎ層の特徴として最も適当なものを，次のア～エから一つ選んで

記号で答えなさい。 

ア 堆積物が海の同じ深さに分布している。 

イ 堆積物が陸の同じ標高に分布している。 

ウ 同時期の堆積物が狭い範囲に分布している。 

エ 同時期の堆積物が広い範囲に分布している。 

② 図２のａ層～ｄ層の中から，かぎ層として最も適当なものを，次のア～エから一つ選んで記号で答え

なさい。 

ア ａ層 イ ｂ層 ウ ｃ層 エ ｄ層 

５ もし，この地域の地層が北側に傾斜していた場合，図１のＸ地点の露頭を道路側から見てスケッチする

と，どのようになるか。最も適当なものを，次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

 

問２ 日本付近で起こる地震について，次の１，２に答えなさい。 

１ 日本列島では，
しん

震
げん

源が地下 30kmよりも浅い地震が多く起こっている。このような浅い場所で大地震が起

こる原因に最も関係の深い語として適当なものを，次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

ア 
つ

津
なみ

波 イ 
かつ

活
だん

断
そう

層 ウ 
しん

侵
しょく

食  エ 
たか

高
しお

潮 

２ 図４は，日本付近で地震が起こるしくみの模式図である。図４を参考にして，プレート境界で大地震が

発生するしくみを「大陸プレート」という語を用いて簡単に答えなさい。 
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問１ 

１  

２  

３  

４ ①  ②  

５  

問２ 

１  

２  

 

問１ 

１ ウ 

２ アンモナイト 

３ 海の深さが浅くなった。 

４ ① エ ② イ 

５ ア 

問２ 

１ イ 

２ 
大陸プレートがゆがみに耐えきれなくなり，反発してもどるときに

地震が起こる。 

 

問１ １ けがをしないように，長そで，長ズボンにする。 

 ３ れきは砂より粒の大きさが大きい。粒の大きなものほど，海岸に近くて浅いところに堆
たい

積
せき

する。 

 ４ ① アンモナイトは，地層の堆積した時代が中生代であることを示す示準化石である。 

  ② 火山灰は，風にのって非常に広い範囲にわたって堆積する。 

 ５ 道路側からＸ地点の露
ろ

頭
とう

を見ると，左側がＡ，Ｂ地点，右側がＣ，Ｄ地点に続く。 

問２ １ 同じ断層がずれて，くり返し地震が起こるとき，このような断層を活
かつ

断
だん

層
そう

という。 
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【過去問 31】 

中学生の健太さんと陽子さんは，自由研究で身近な自然を調べるために，自分たちが暮らす地域の自然につ

いて観察などの調査を行った。図１は，近くの畑で観察したオウトウ(サクランボ)について整理した記録の一部

である。図２は，川原の岩石を観察して整理した記録の一部である。問いに答えなさい。 

（岡山県 2008 年度） 
 

問２ 図２について，(ア)，(イ)に答えなさい。 

(ア) 図２の岩石Ａは砂岩，泥岩，れき岩のいずれかである。岩石Ａの説明として最も適当なのは，⑴～⑷の

うちではどれですか。 

⑴ 岩石の中に見られる粒の形から判断して砂岩である。 

⑵ 岩石の中に見られる粒の大きさから判断して砂岩である。 

⑶ 岩石の中に見られる粒の形から判断して泥岩である。 

⑷ 岩石の中に見られる粒の大きさから判断してれき岩である。 

(イ) 図２の岩石Ｂは石灰岩である。下線部⒜の化石が含まれていることから，この化石を含む地層は古生代

に堆
たい

積
せき

したものと判断できる。この化石となった生物として最も適当なのは，⑴～⑷のうちではどれです

か。 

⑴ メタセコイア ⑵ アンモナイト ⑶ フズリナ ⑷ サンヨウチュウ 

 

問２ 
(ア)  

(イ)  

 

問２ 
(ア) ⑷ 

(イ) ⑶ 

 

問２ (ア) れき岩，砂岩，泥岩は，粒の大きさ(粒の直径)で区別する。れき岩は２mm以上，砂岩は２～0.06mm，泥岩は

0.06mm以下である。これらの堆積岩は流水のはたらきを受けているので，粒は丸みをおびている。 

(イ) 地層ができた時代を示す目印となる化石を，示準化石という。石灰岩中に見られるのはフズリナの化石

で，古生代の示準化石である。アンモナイトは中生代，サンヨウチュウは古生代の示準化石である。 
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【過去問 32】 

次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。 

（広島県 2008 年度） 

理科の授業で，中学生のＡさんたちは，生物どうしのつながりについて学習しました。そして，次の授業

で学校近くの雑木林へ実際に行き，生物の観察と，土の採集をすることになりました。Ａさんたちは，先生

から，雑木林まではおよそ 300ｍだから，雑木林には片道およそ５分で行くことができると言われました。

このときＡさんは，１学期に学習した①平均の速さのことを思い出しました。 

次の授業で，雑木林に着いたＡさんが，木の根元にある落ち葉を取り除くと，ミミズ，ダンゴムシ，トビ

ムシと，ムカデの死がいが見つかりました。そのうち，トビムシは土の上を跳ねて逃げました。また，落ち

葉の下からクモが現れ，その後，素早く逃げました。Ⅰは，そのときＡさんたちが撮影したものです。 

 

Ａさんたちは，落ち葉をミミズ，ダンゴムシ，トビムシが食べ，トビムシをクモが食べ，クモをムカデが

食べるという生物どうしのつながりについて，先生から説明を受けました。 

次に，Ａさんは落ち葉の下の土を観察しました。土を手に取ると，②無色の小さな鉱物が見られました。

Ａさんが先生に尋ねたところ，この鉱物は花こう岩の風化によって生じたものであることが分かりました。

Ａさんたちは，落ち葉の下の土を採集して学校に帰りました。 

その次の授業で，Ａさんたちは，持ち帰った土の中の生物の働きを調べる実験をしました。Ⅱは，そのと

きのＡさんの実験レポートの一部です。 

問３ 下線部②について，この鉱物は何ですか。その名称を書きなさい。 

 

問３  

 

問３ セキエイ 

 

問３ 花こう岩に含まれている無色の鉱物は，セキエイである。 
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【過去問 33】 

火成岩のつくりについて調べるために，安山岩と花こう岩の表面を観察し

た。図１は，そのとき撮影した写真である。次の問１，問２に答えなさい。 

（山口県 2008 年度） 

問１ 図１のように，安山岩は，大きな粒が，肉眼では見分けられないよう

な細かい粒の中に散らばったつくりになっている。このような岩石のつく

りを何というか。書きなさい。 
 

問２ 次の文は，花こう岩のでき方を安山岩と比べて説明したものである。（  ）の中のａ～ｄの語句につい

て，正しい組み合わせを，下の１～４から選び，記号で答えなさい。 

花こう岩は，地下の（ａ 浅い  ｂ 深い）所で，（ｃ 急速に  ｄ ゆっくりと）冷えて固まっ

てできる。 

１ ａとｃ ２ ａとｄ ３ ｂとｃ ４ ｂとｄ 

 

問１  

問２  

 

問１ はん状組織 

問２ ４ 

 

問１ はん状組織は，マグマが結晶にならなかった石基と，結晶になったはん晶が見られる。 

問２ 花こう岩は，マグマが地下深くでゆっくりと冷えて固まった深成岩である。 
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【過去問 34】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2008 年度） 

問９ 次の⒜・⒝のうち，どちらかを選び，その記号を記入したうえで，答えなさい。 

⒝ 次の文は，自然災害について述べたものである。（  ）にあてはまる語句を書きなさい。 

地震によって海底が大きく変動すると，（  ）が発生することもあり，震源から遠くても，海岸付近

では大きな災害を受けることがある。 

 

問９ 

選んだ問題の記号  

(答 え)  

 

問９ 

選んだ問題の記号 ⒝ 

(答 え) 津波 

 

問９ ⒝ 地球の反対側で起こった地震の津波によって，大きな被害が生じることもある。 

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2008 年度 

67 

【過去問 35】 

次の問１・問２に答えなさい。 

（徳島県 2008 年度） 

問１ 図１は，ある場所で観察した地層を模式的に表したものである。⒜～⒞に答えなさい。 

 

⒜ Ａ～Ｃ層で見られた岩石の分類は，何の違いによるものか，ア～エから１つ選びなさい。 

ア 粒の色 イ 粒の形 ウ 粒の大きさ エ 粒のかたさ 

⒝ Ｄ層には，サンゴの化石が含まれていた。このことから，この地層が，浅くてきれいなあたたかい海に

たい積したことがわかる。このように，地層のたい積した当時の環境を推定できる化石を何というか，書

きなさい。 

⒞ 図２は，Ａ層に含まれていた火成岩のれきをルーペで観察し，スケ

ッチしたものである。この図のような火成岩のでき方を，できる場所

とマグマの冷え方に着目して書きなさい。 

 

問２ 表は，ある場所で発生した震源が浅い地震を，Ａ～Ｄの４か所で観測した記録である。また，図３は，

観測地点Ａ～Ｄのいずれかにおける地震計の記録である。⒜～⒟に答えなさい。 

表    

 

観測地点 初期微動が始まった時刻 主要動が始まった時刻 震源からの距離 

Ａ 10時 55分05秒 10時 55分11秒 36km 

Ｂ 10時 55分09秒 10時 55分19秒 60km 

Ｃ 10時 55分17秒 10時 55分35秒 108km 

Ｄ 10時 55分29秒 10時 55分59秒 180km 

    

⒜ 図３は，観測地点Ａ～Ｄのうち，どこの記録と考えられるか，１つ選びなさい。 

⒝ この地震が発生した時刻は何時何分何秒か，求めなさい。 
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⒞ この地震と震源が同じでマグニチュードの大きさが違う地震が発生した場合，観測地点Ａでの初期微動

継続時間とゆれの強さはどうなると考えられるか，適切なものをア～エから１つ選びなさい。 

ア 初期微動継続時間は変わらず，ゆれの強さも同じである。 

イ 初期微動継続時間は変わらず，ゆれの強さは異なる。 

ウ 初期微動継続時間は変化し，ゆれの強さは同じである。 

エ 初期微動継続時問は変化し，ゆれの強さも異なる。 

⒟ 図４は，地震計のしくみを表したもので，地震のとき，おもりと

その先につけた針はほとんど動かないが，その他が動くので，地震

計は地震のゆれを記録することができる。おもりとその先につけた

針がほとんど動かないのは，静止している物体は静止し続けようと

する性質をもつためである。物体のもつこのような性質を何という

か，書きなさい。 
 

 

問１ 

⒜  

⒝  

⒞  

問２ 

⒜  

⒝  

⒞  

⒟  

 

問１ 

⒜ ウ 

⒝ 示相化石 

⒞ 地下深いところで，ゆっくり冷えて固まった。 

問２ 

⒜ Ｃ 

⒝ 10時 54分59秒 

⒞ イ 

⒟ 慣性 

 

問１ ⒜ 粒の直径が 0.06mm以下は泥岩，0.06～２mmは砂岩，２mm以上はれき岩である。 

 ⒞ スケッチは，等粒状組織の深成岩である。 

問２ ⒜ 観測地点Ｃの初期微動継続時間は，18秒である。 

 ⒝ 観測地点ＡとＢで，初期微動が始まった時刻の差は４秒，距離の差は 24kmである。Ｐ波が観測地点Ａま

で 36km伝わるのにかかる時間を x秒とすると，４：x＝24：36，x＝６であるから，地震が発生した時刻は，

10[時]55[分]５[秒]－６[秒]＝10[時]54[分]59[秒]である。 

 



4 大地の変化(中１) 火山 地震 地層 大地 2008 年度 

69 

【過去問 36】 

花子さんと太郎さんが調べたことに関する次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2008 年度） 

問３ 花子さんは，石灰岩の特徴について調べた。次の文の①～④の

｛ ｝の中から，それぞれ適当なものを一つずつ選び，その記号を

書け。 

 

石灰岩は，①｛ア 
たい

堆
せき

積
がん

岩  イ 
か

火
せい

成
がん

岩｝であり，②｛ア うすい塩酸  イ アンモニア水｝をかけ

ると，二酸化炭素が発生する。また，石灰岩には図３のようなフズリナの化石が含まれていることがある。

このようなフズリナの化石や，図４のような③｛ア ビカリア  イ サンヨウチュウ｝の化石は，④｛ア 

古生代  イ 新生代｝の代表的な
し

示
じゅん

準化石である。 

 

問３ 

①  

②  

③  

④  

 

問３ 

① ア 

② ア 

③ イ 

④ ア 

 

問３ ビカリアは，新生代の示準化石である。 
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【過去問 37】 

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2008 年度） 

問１ 図１は，日本列島付近の太平洋沖の海

底で発生した地震のゆれを，地上のある

観測地点の地震計が観測した記録であ

り，ＸはＰ波の到着時刻，ＹはＳ波の到着

時刻を示している。図２は，日本列島付近

の大陸プレートと海洋プレートのようす

を模式的に表したものである。このこと

について，次の⑴～⑶の問いに答えよ。 

 

⑴ ＸからＹの間に記録されている小さなゆれを何というか，書け。 

⑵ 一般的に，一つの地震を複数の観測地点で観測すると，それぞれの地点で，Ｐ波とＳ波の到着時刻やそ

の間の時間の長さが異なってくる。このことからわかることは何か。次のア～エから一つ選び，その記号

を書け。 

ア 観測地点の土地の性質や地下のつくり イ 震源から観測地点までのおよその距離 

ウ 観測地点での地震によるゆれの大きさ エ 発生した地震の規模を表すマグニチュード 

⑶ 近い将来，発生が予測されている南海地震は，図２中の大陸プレートと海洋プレートの境界付近で起こ

ると考えられている。この地震が起こるしくみを述べた文として適切なものを，次のア～エから一つ選

び，その記号を書け。 

ア 海洋プレートが大陸プレートの下にもぐりこんで，大陸プレートを引きずりこみ，引きずりこまれた

大陸プレートがたえきれず，反発してもどるため。 

イ 海洋プレートが大陸プレートの下にもぐりこんで，大陸プレートを押し上げ，押し上げられた大陸プ

レートがたえきれず，反発してもどるため。 

ウ 大陸プレートが海洋プレートの上に乗り上げて，海洋プレートを押し下げ，押し下げられた海洋プレ

ートがたえきれず，反発してもどるため。 

エ 大陸ブレートが海洋プレートの上に乗り上げて，海洋プレートを引きずり上げ，引きずり上げられた

海洋プレートがたえきれず，反発してもどるため。 

 

問１ 

⑴  

⑵  

⑶  

 

問１ 

⑴ 初期微動 

⑵ イ 

⑶ ア 
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問１ ⑴ Ｐ波によるゆれを初期微動，Ｓ波によるゆれを主要動という。 

 ⑵ ｢震源からのおよその距離[km]＝８×初期微動継続時間[秒]」で求めることができる。 

 ⑶ 大陸プレートが海洋プレートに引きずりこまれるとき，陸地は沈降する。大陸プレートが反発してもどる

とき，陸地は隆起する。 
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【過去問 38】 

下の  内は，
かおり

香さんが，親せきの家に行ったときに体験した
じ

地
しん

震についてまとめたレポートの一部であ

る。また，図は，そのときの地震における各地の震度を示したものである。次の各問の答を，答の欄に記入せ

よ。 

（福岡県 2008 年度） 

みんなで食事をしていたとき，地震のゆれを感じました。その地震では，

①棚
たな

の食器が少し音を立てたくらいでしたが，家の中にいた全員がゆれを

感じました。しかし，ゆれは，それ以上大きくならずにおさまったので，

みんなほっとしました。すぐにテレビをつけると，その地震の規模を示す

マグニチュードや各地の震度など，地震に関する情報が放送されていまし

た。その放送を見て，わたしは，②震央（震源）からほぼ同じ距離の地点

でも，震度の異なる場合があることに気づきました。また，テレビでは「海

岸付近では③津
つ

波
なみ

に
けい

警
かい

戒してください。」という
けい

警
ほう

報が，くり返し流され

ていました。 

 

問１ 下線部①から，香さんが体験した地震の震度として最も適切なものを，次の１～４から１つ選び，番号

で答えよ。 

１ 震度１ ２ 震度３ ３ 震度５弱 ４ 震度６弱 

問２ この地震の震央の位置として最も適切なものを，図に示すア～エから１つ選び，記号で答えよ。 

問３ 下線部②の理由を，１つ簡潔に書け。 

問４ 下線部③について，地震によって津波が発生する原因を，「震央付近の」という書き出しで，簡潔に書

け。 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 震央付近の 
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問１ ２ 

問２ ウ 

問３ 

例１ 

土地の性質がちがうから。 

例２ 

地下のつくりがちがうから。 

問４ 
例 

震央付近の海底で，隆起や沈降が起こるため。 

 

問２ 震央に近いほど震度は大きい。震度６弱と５強の分布から，震央を推定できる。 

問３ 地盤がかたいところでは，地震によるゆれは小さく，地盤がやわらかいところでは，地震によるゆれは大き

くなる。 

問４ 津波は，地震が海底で起こったときに発生することがある。 
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【過去問 39】 

火山と火成岩について，問１～問３の各問いに答えなさい。 

（佐賀県 2008 年度 後期） 

問１ 次の文を読み，⑴～⑶の各問いに答えなさい。 

火山が噴火すると，火口から火山ガスといっしょに火山灰や軽石などがふき出たり，溶岩が流れ出たり

する。これらのように，噴火によって地下からふき出された物質をまとめて（   ）という。 

⑴ 文中の下線部火山ガスのおもな成分として適当なものを，次のア～オの中から二つ選び，記号を書きな

さい。 

ア 酸素 イ 窒素 ウ 二酸化炭素 エ 水素 オ 水蒸気 

⑵ 文中の（  ）に適する語句を書きなさい。 

⑶ 軽石には，写真１に見られるような小さな穴がたくさんある。このような穴ができたのはなぜか。その

理由を書きなさい。 

 

問２ 図１は，火成岩をみがき，その面をルーペで観察したときのスケッチであり，右はその観察の記録であ

る。⑴～⑶の各問いに答えなさい。 

 

 観察の記録  
  
ａ 白っぽい大きな結晶であった。 

ｂ 黒っぽい結晶であった。 

ｃ 一様に見えるが，よく見ると小さな結晶が無数に集

まっていた。 

 

⑴ 図１のような火成岩のつくりを何というか，書きなさい。 
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⑵ 図１のａのような大きな結晶について，できた場所とでき方の説明として最も適当なものを，次のア～

エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

ア ａは，マグマがマグマだまりで急激に冷えてできた。 

イ ａは，マグマがマグマだまりでゆっくりと冷えてできた。 

ウ ａは，マグマが地表付近で急激に冷えてできた。 

エ ａは，マグマが地表付近でゆっくりと冷えてできた。 

⑶ 図１の火成岩を何というか。最も適当なものを次のア～エの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

ア 安山岩 イ 砂岩 ウ 花こう岩 エ チャート 

問３ 図２は，火成岩Ａと火成岩Ｂの，みがいた面に見られる鉱物の面積の割合を調べた結果を表したグラフ

である。このグラフをもとに，下の文中の（ ① ）～（ ③ ）に入る語句の組合せとして最も適当な

ものを，ア～カの中から一つ選び，記号を書きなさい。 

 

火成岩Ａと火成岩Ｂをくらべると，火成岩（ ① ）の方が白っぽく見えた。それは，みがいた面に見

られる鉱物のうち，（ ② ）と（ ③ ）の割合が多いからである。 

 ① ② ③ 

ア Ａ チョウ石 カクセン石 

イ Ａ チョウ石 セキエイ 

ウ Ａ カクセン石 セキエイ 

エ Ｂ チョウ石 カクセン石 

オ Ｂ チョウ石 セキエイ 

カ Ｂ カクセン石 セキエイ 
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問１ 

⑴   

⑵  

⑶  

問２ 

⑴  

⑵  

⑶  

問３  

 

問１ 

⑴ ウ オ 

⑵ 火山噴出物 

⑶ ガスがぬけたから。 

問２ 

⑴ 斑状組織 

⑵ イ 

⑶ ア 

問３ オ 

 

問１ ⑴ 火山ガスの成分の 90％以上は水蒸気である。 

 ⑵ 火山灰は，マグマが粉々になったものである。軽石は，マグマにとけていた水などが気体となってぬけ

ていったため，多数の小さな穴があいた岩石である。溶岩は，マグマが地表に流れ出たものである。 

問２ ⑴ ａとｂは，マグマが結晶になった部分で，斑晶という。ｃは，マグマが大きな結晶にならなかった部分で

石基という。斑晶と石基が見られるつくりを，斑状組織という。 

 ⑵ 斑晶は，マグマがゆっくり冷えてできる。石基は，マグマが急に冷えてできる。 

 ⑶ 斑状組織の火成岩は，火山岩である。安山岩は火山岩である。 

問３ チョウ石とセキエイは，白色の無色鉱物である。無色鉱物の割合が多いと，白っぽい岩石になる。 
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【過去問 40】 

とつ

凸レンズを使った観察１～４について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2008 年度） 

私たちは，近くにあるものを拡大して観察する時，虫めがねやルーペなどを使い，遠くにあるものを観察

する時は
ぼう

望
えん

遠
きょう

鏡などを使う。また，観察したようすを記録する時はカメラなどを使うことがあるが，これら

のすべてにレンズが用いられている。 

【観察３】 ルーペを使って，岩石
ひょう

標
ほん

本の観察をする。 

問６ 写真２のＡ～Ｄの岩石をルーペで観察したところ，次のような特徴がみられた。これらは，そのでき方

から同じ種類の岩石に分類される。何という種類の岩石か。その名称を書け。 

 

岩石の特徴 

Ａ １mm ほどの大きさの
すな

砂
つぶ

粒が固めら

れてできている。 

Ｂ 
どろ

泥のような非常に細かい粒が固め

られてできている。 

Ｃ 小さな丸い粒のようなものがたく

さん含まれている。 

Ｄ 表面はなめらかで，粒はまったく見

えない。 

問７ Ａ～Ｄの岩石のうち，１つは
せっ

石
かい

灰
がん

岩である。表面の特徴を観察すること以外で，この中から石灰岩を簡

単に見つけ出す方法を，その結果も含めて書け。 

 

問６  

問７  

 

問６ たい(堆)積岩 

問７ うすい塩酸をかけると泡が出る。 

 

問６ 砂や泥がたい(堆)積してできた岩石を，堆積岩という。 
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【過去問 41】 

次の問いに答えなさい。 

（熊本県 2008 年度） 

問１ 明雄は，火山についてインタ－ネットで調ベた。 

⑴ 火山の噴火によって地下からふき出された物質を，火山噴出物という。火山噴出物には，水蒸気・二酸

化炭素などからなる ① のほかに，上空にまい上がり広い範囲にたい積する ② や，よう岩，火

山弾，軽石などがある。 ① ， ② に適当な語を入れなさい。 

８図と９図は，明雄がインターネットで見つけた日本のある火山で

ある。２つの火山の形のちがいに気づいた明雄は，Ⓐある予想をたて， 

10 図の装置を使って，火山の形にちがいが生じる理由について調べ

た。  

11 図は，市販のデンプンのりをそのまま押し出してできたもので，８図の火山の形と似ていた。次に，12 図

は，Ⓑこの容器内のデンプンのりにある操作を行った後，押し出してできたもので，９図の火山の形と似てお

り，予想が確かめられた。 

 

⑵ 下線部Ⓐについて，どんな予想をたてたと考えられるか，書きなさい。また，下線部Ⓑについて，どん

な操作を行い，デンプンのりをどんな状態にしたか，書きなさい。 
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また，明雄は，火成岩のつくりについても興味を持ち，熊本県内のある

山から，岩石を採取した。13図は，採取した岩石をルーペで観察し，スケ

ッチしたものである。岩石は，Ⓒ大きな結晶とそのまわりの細かい粒の部

分からできていた。 

さらに，明雄は下線部Ⓒのようなつくりができないかと考え，ペトリ皿

に入れた 60℃の濃いミョウバンの水溶液（または 60℃の湯にうかべてとか

したサリチル酸フェニル）を，氷水で急に冷やしたところ，細かな粒だけ

ができて，うまくいかなかった。 
 

⑶ 採取した岩石は何か。ア～オから一つ選び，記号で答えなさい。また，下線部Ⓒのようなつくりを何と

いうか，書きなさい。 

ア 花こう岩 イ 石灰岩 ウ 砂岩 エ 安山岩 オ チャート 

⑷ 60℃の濃いミョウバンの水溶液（または 60℃の湯にうかべてとかしたサリチル酸フェニル）を，どのよ

うに冷やすと下線部Ⓒのようなつくりができるか，書きなさい。 

 

問１ 

⑴ 
①  

②  

⑵ 

予想：  

 

操作と状態： 

 

⑶ 
記 号  

つ く り  

⑷  

 

問１ 

⑴ 
① 火山ガス 

② 火山灰 

⑵ 

予想：マグマのねばりけのちがいで，火山の形が決まる。 

操作と状態：例 

水を加えよくかきまぜ，ねばりけを弱くした。 

⑶ 
記 号 エ 

つ く り 斑状組織 

⑷ 最初はゆっくり冷やし，結晶ができ始めたら急冷する。 

 

問１ ⑴ 火山灰は広い範囲にたい積するので，遠くはなれた場所の地層のつながりを調べるのに役立つ。 

 ⑵ ８図は，ねばりけが強いマグマによってできた火山である。９図は，ねばりけが弱いマグマによってでき
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た火山である。 

 ⑶ 13 図は斑状組織の火山岩である。安山岩は火山岩である。また，花こう岩は深成岩で等粒状組織である。

石灰岩，砂岩，チャートはたい積岩である。 

 ⑷ 大きな結晶を斑晶といい，マグマがゆっくり冷えてできたものである。 
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【過去問 42】 

[図１]は，ある地震の初期微動継続時間と震源からの距離との関係をグラフに表したものである。問１～問

５の問いに答えなさい。 

（大分県 2008 年度） 

問１ この地震の発生後，ある地点では，初めにカタ

カタと小さくゆれ，ついでユサユサと大きくゆ

れた。次の文は，このような現象が起こる理由を

説明したものである。（ ① ）～（ ④ ）に

当てはまる語句を書きなさい。 

初めの小さなゆれを初期微動，後に続く大き

なゆれを（ ① ）といい，（ ① ）を伝える

波の方が，初期微動を伝える波より伝わる速さ

が（ ② ）ためである。これは，雷の（ ③ ）

が（ ④ ）より遅れて伝わることと同じ理由

である。 

 

問２ [図１]から，初期微動継続時間と震源からの距離との間にはどのような関係があるといえるか，簡潔に

書きなさい。 

問３ [図２]のＡ～Ｃは，３つの地点で観測されたこの地震のゆれの記録である。Ａ～Ｃを震源に近い地点のも

のから順に並べ，記号で書きなさい。 

 
  

問４ [表]は，２つの地点Ｘ，Ｙにおいて，この地

震のＰ波の到着時刻と初期微動継続時間を記録

したものである。この地震の発生時刻は５時何

分何秒か，求めなさい。 

[表] 
  

 Ｐ波の到着時刻 初期微動継続時間 

地点Ｘ 5時47分08秒 12秒 

地点Ｙ 5時47分32秒 30秒 
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問５ [図３]は，地震計のしくみを示したもので

ある。地震のとき，[図３]の矢印の向きにほと

んど動かない部分はどこか。ア～エから１つ選

び，記号で書きなさい。 

また，その部分が動かないのは，物体がその

運動の状態を保ち続けようとする性質をもって

いるためである。この性質を何というか，書き

なさい。  

 

問１ 
①  ②  

③  ④  

問２  

問３  →   →  

問４ ５時    分    秒 

問５ 
記号   

性質   

 

問１ 
① 主要動 ② 遅い 

③ 音 ④ 光 

問２ 初期微動継続時間が長いほど，震源からの距離が遠い。(比例) 

問３ Ｃ → Ａ → Ｂ 

問４ ５時 46 分 52 秒 

問５ 
記号 エ 

性質 慣性 

 

問３ 初期微動継続時間が短いほど，震源に近い。したがって，初期微動継続時間が短い順に並べる。 

問４ 地点Ｘ，Ｙで，Ｐ波の到着時刻の差と初期微動継続時間の差は，それぞれ 24秒，18秒である。地震が発生し

たとき，初期微動継続時間は０秒だから，地震が発生した時刻と地点ＸでのＰ波の到着時刻の差をx秒とすると，

初期微動継続時間の差は 12 秒だから 24：18＝x：12，x＝16 である。よって，地震が発生した時刻は５

[時]47[分]08[秒]－16[秒]＝５[時]46[分]52[秒]である。 
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【過去問 43】 

次の問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2008 年度） 

問２ 図は，ある場所で観察した地層を模式的に

示したものである。 

１ Ａ層は，サンゴの死がいが
たい

堆
せき

積して固まっ

てできた岩石の層である。この岩石に，うす

い塩酸をかけたところ，二酸化炭素が発生し

た。この岩石名を書け。 
 

２ サンゴは示相化石としてあつかわれるが，Ａ層にふくまれるサンゴは古生代の示準化石でもあることが

わかった。示準化石に最も適する生物の特徴はどれか。 

ア せまい範囲にすみ，短い期間栄えた。 イ せまい範囲にすみ，長い期間栄えた。  

ウ 広い範囲にすみ，短い期間栄えた。 エ 広い範囲にすみ，長い期間栄えた。 

３ Ｂ層，Ｃ層，Ｄ層は，異なる時代に流水で運ばれた砂や泥などが海底で堆積した地層である。堆積した

とき，海岸線から最も遠い海底であったと考えられる層はどれか。また，その理由を書け。 

 

問２ 

１  

２   

３ 

層   層 

理由  

 

問２ 

１ 石灰岩 

２ ウ 

３ 

層 Ｄ 層 

理由 Ｄ層の粒の大きさが最も小さいから。 

 

問２ １ うすい塩酸をかけて二酸化炭素が発生する岩石は，石灰岩である。石灰岩の層は，サンゴなどの生物の死

がいが堆積してできる。 

 ２ 示準化石は，その化石をふくむ層ができた時代を知る手がかりとなる。短い期間栄えた生物の化石ほど，

時代を推定しやすい。 
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【過去問 44】 

【Ａ】，【Ｂ】の問題に答えなさい。 

（沖縄県 2008 年度） 

【Ａ】 図１はある露頭の模式図である。この地域では，上の地層ほど

新しいことがわかっている。図１からＡ層が堆積した時期のこの地

域の海岸からの距離は，Ｄ層が堆積した時期よりも（ ① ）の海

底であったことや（ ② ）層が堆積したあとには火山活動があっ

たことがわかる。 

また，Ｃ層の
ぎょう

凝
かい

灰
がん

岩は白っぽい火山灰が堆積してできて 

いた。 

さらに，Ｅ層には示準化石がふくまれており，古生代の岩石であ

ったこともわかった。 

 

問１ 文中の（ ① ），（ ② ）に入る語句の組み合わせとして，最も適当なものを次のア～エから１つ選

び記号で答えなさい。 

ア （①：沖のほう ②：Ｂ） イ （①：沖のほう ②：Ｄ） 

ウ （①：海岸近く ②：Ｂ） エ （①：海岸近く ②：Ｄ） 

問２ Ｃ層の凝灰岩の材料となる火山灰を噴き出した火山の噴火の様子について述べた文として，最も適当な

ものを次のア～エから１つ選び記号で答えなさい。 

ア マグマのねばりけが弱く（小さく），おだやかな噴火をする。 

イ マグマのねばりけが弱く（小さく），爆発的な噴火をする。 

ウ マグマのねばりけが強く（大きく），おだやかな噴火をする。 

エ マグマのねばりけが強く（大きく），爆発的な噴火をする。 

問３ 示準化石にはどのような生物の化石が適しているか，最も適当なものを次のア～エから１つ選び記号で

答えなさい。 

ア 狭い範囲に生息し，短期間栄えた生物 イ 狭い範囲に生息し，長期間栄えた生物 

ウ 広い範囲に生息し，短期間栄えた生物 エ 広い範囲に生息し，長期間栄えた生物 

問４ 石灰岩にうすい塩酸をかけたときに発生する気体として最も適当なものを次のア～エから１つ選び記号

で答えなさい。 

ア 窒素 イ 水素 ウ 二酸化炭素 エ アンモニア 
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【Ｂ】 図２は火成岩をルーペで観察したときのスケッチである。 

問５ 図２中の肉眼では形がわからないほど小さな粒の部分の名称を

漢字で答えなさい。 

問６ 図２の火成岩について述べた文として最も適当なものを次のア

～エから１つ選び記号で答えなさい。 

ア マグマが急速に冷えてできた火山岩である。 

イ マグマが急速に冷えてできた深成岩である。 

ウ マグマがゆっくりと冷えてできた火山岩である。 

エ マグマがゆっくりと冷えてできた深成岩である。 
 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ イ 

問２ エ 

問３ ウ 

問４ ウ 

問５ 石基 

問６ ア 

 

問１ 粒の小さな泥は沈みにくいので，沖のほうに堆積する。凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

は火山活動で噴出した火山灰が堆積して固ま

ったものである。 

問２ ねばりけが強いマグマが固まると，白っぽい色になる。 

問３ 石灰岩にふくまれる示準化石として，古生代のフズリナが有名である。 

問６ マグマが急に冷えてできた部分が石基(小さな粒の部分)である。 

 

 


